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平成22年第４回太子町議会定例会（第427回町議会）会議録（第１日） 

平成22年８月27日 

午 前 10 時 開会 

                 議  事  日  程 

１ 会議録署名議員の指名 

２ 会期の決定 

３ 諸般の報告 

４ 広報広聴常任委員会の閉会中の所管事務調査報告 

５ 総務常任委員会の閉会中の所管事務調査報告 

６ 福祉文教常任委員会の閉会中の所管事務調査報告 

７ 経済建設常任委員会の閉会中の所管事務調査報告 

８ 総務常任委員会の所管事務調査報告 

９ 報告第４号 健全化判断比率及び資金不足比率の報告について 

10 報告第５号 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価の報告について 

11 同意第１号 教育委員会の委員の任命につき同意を求めることについて 

12 承認第４号 功労者等の承認について 

13 議案第38号 平成22年度兵庫県太子町一般会計補正予算（第２号） 

14 議案第39号 平成22年度兵庫県太子町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

15 議案第40号 平成22年度兵庫県太子町介護保険特別会計補正予算（第１号） 

16 議案第41号 平成22年度兵庫県太子町老人保健特別会計補正予算（第１号） 

17 議案第42号 平成22年度兵庫県太子町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

18 議案第43号 平成22年度兵庫県太子町墓園事業特別会計補正予算（第１号） 

19 議案第44号 平成22年度兵庫県太子町下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

20 議案第45号 平成22年度兵庫県太子町前処理場事業特別会計補正予算（第１号） 

21 議案第46号 平成22年度兵庫県太子町水道事業会計補正予算（第２号） 

22 議案第47号 太子町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 

23 議案第48号 印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

24 議案第49号 太子町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制定について 

25 認定第１号 平成21年度兵庫県太子町一般会計歳入歳出決算の認定について 

26 認定第２号 平成21年度兵庫県太子町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

27 認定第３号 平成21年度兵庫県太子町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

28 認定第４号 平成21年度兵庫県太子町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定について 

29 認定第５号 平成21年度兵庫県太子町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 

30 認定第６号 平成21年度兵庫県太子町墓園事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

31 認定第７号 平成21年度兵庫県太子町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

32 認定第８号 平成21年度兵庫県太子町前処理場事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

33 認定第９号 平成21年度兵庫県太子町水道事業会計決算の認定について 

        （認定第１号～認定第９号についての監査委員の審査報告） 

34 請願第７号 保育制度改革に関する請願 

35 意見書案第５号 保育制度改革に関する意見書 

36 決議案第１号 非核都市宣言に関する決議 
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                本日の会議に付した事件 

１ 会議録署名議員の指名 

２ 会期の決定 

３ 諸般の報告 

４ 広報広聴常任委員会の閉会中の所管事務調査報告 

５ 総務常任委員会の閉会中の所管事務調査報告 

６ 福祉文教常任委員会の閉会中の所管事務調査報告 

７ 経済建設常任委員会の閉会中の所管事務調査報告 

８ 総務常任委員会の所管事務調査報告 

９ 報告第４号 健全化判断比率及び資金不足比率の報告について 

10 報告第５号 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価の報告について 

11 同意第１号 教育委員会の委員の任命につき同意を求めることについて 

12 承認第４号 功労者等の承認について 

13 議案第38号 平成22年度兵庫県太子町一般会計補正予算（第２号） 

14 議案第39号 平成22年度兵庫県太子町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

15 議案第40号 平成22年度兵庫県太子町介護保険特別会計補正予算（第１号） 

16 議案第41号 平成22年度兵庫県太子町老人保健特別会計補正予算（第１号） 

17 議案第42号 平成22年度兵庫県太子町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

18 議案第43号 平成22年度兵庫県太子町墓園事業特別会計補正予算（第１号） 

19 議案第44号 平成22年度兵庫県太子町下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

20 議案第45号 平成22年度兵庫県太子町前処理場事業特別会計補正予算（第１号） 

21 議案第46号 平成22年度兵庫県太子町水道事業会計補正予算（第２号） 

22 議案第47号 太子町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 

23 議案第48号 印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

24 議案第49号 太子町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制定について 

25 認定第１号 平成21年度兵庫県太子町一般会計歳入歳出決算の認定について 

26 認定第２号 平成21年度兵庫県太子町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

27 認定第３号 平成21年度兵庫県太子町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

28 認定第４号 平成21年度兵庫県太子町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定について 

29 認定第５号 平成21年度兵庫県太子町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 

30 認定第６号 平成21年度兵庫県太子町墓園事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

31 認定第７号 平成21年度兵庫県太子町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

32 認定第８号 平成21年度兵庫県太子町前処理場事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

33 認定第９号 平成21年度兵庫県太子町水道事業会計決算の認定について 

        （認定第１号～認定第９号についての監査委員の審査報告） 

追加日程第１ 議案第50号 工事請負契約の締結について（揖保線道路改良工事（その２）） 

追加日程第２ 議案第51号 工事請負契約の締結について（揖保線道路改良工事（その３）） 

追加日程第３ 議案第52号 工事請負変更契約の締結について（斑鳩小学校校舎耐震補強外改修 

             工事） 

34 請願第７号 保育制度改革に関する請願 

35 意見書案第５号 保育制度改革に関する意見書 

36 決議案第１号 非核都市宣言に関する決議 
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会議に出席した議員        

  １番   井 川 芳 昭         ２番   清 原 良 典 

  ３番   中 島 貞 次         ４番   服 部 千 秋 

  ５番   長谷川 原 司         ６番   井 村 淳 子 

  ７番   橋 本 恭 子         ９番   花 畑 奈知子 

 １０番   北 川 嘉 明        １１番   熊 谷 直 行 

 １３番   村 田 興 亞        １４番   桜 井 公 晴 

 １５番   中 井 政 喜        １６番   佐 野 芳 彦 

会議に欠席した議員 

 １２番   上 田 富 夫 

会議に出席した事務局職員 

 局     長  上 田 眞 也     書     記  木 村 和 義 

 書     記  森 本 麻 友     書     記  西 田 美智子 

説明のため出席した者の職氏名 

 町     長  首 藤 正 弘     副  町  長  八 幡 儀 則 

 教  育  長  寺 田 寛 文     総 務 部 長  村 瀬   学 

 生活福祉部長  丸 尾   満     経済建設部長  山 本 武 志 

 教 育 次 長  西 村 隆 志     財 政 課 長  香 田 大 然 

 監 査 委 員  森 川   勝 

        ━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━        

議長あいさつ 

○議長（佐野芳彦） 開会に先立ちまして一

言ごあいさつを申し上げます。 

 日中はまだまだ暑い日が続いております

が、朝夕は幾分しのぎやすくなってまいりま

した。議員各位には極めてご健勝にてご参集

を賜り、本日ここに平成22年第４回太子町議

会定例会（第427回町議会）が開会できます

ことは、町政伸展のためまことにご同慶にた

えません。 

 さて、今期定例会は条例の制定、補正予

算、人事案件を初め、平成21年度一般会計、

特別会計、公営企業会計の決算認定など多数

の重要案件を長期間にわたりご審議いただく

ことになっております。さらに、今期中には

平成21年度決算審議のため一般会計決算委員

会の設置も予定されているところでありま

す。何とぞ議員各位におかれましては、格別

のご精励を賜り、慎重にご審議の上、適切妥

当な結論が得られますようお願い申し上げま

して、まことに簡単措辞ではございますが、

開会のごあいさつといたします。 

 町長。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

町長あいさつ 

○町長（首藤正弘） どうも皆さんおはよう

ございます。 

 平成22年第４回太子町議会定例会（第

427回町議会）が開会されるに当たりまし

て、一言ごあいさつを申し上げます。 

 梅雨明けから続くこの夏の猛暑もようやく

峠を越したかの感じがいたしますが、それで

もまだまだ暑い日が続いております。議員各

位におかれましては、何かとご多忙のところ

をご健勝にて本会議にご出席いただきました

ことに厚くお礼を申し上げます。平素は、町

行政各般の伸展にご理解、ご協力を賜ってい

ますこと、まことにご同慶にたえない次第で

あります。 

 さて、今期定例会におきましては、提出さ

せていただいております人事を初め表彰、予

算、条例、契約並びに各会計の決算などの重

要案件の審議をお願いするものでございま

す。 
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 提出いたしました各案件の内容につきまし

ては後ほど説明させていただきたいと存じま

すが、何とぞ慎重なる審議を賜り、原案のと

おり議決いただきますようお願い申し上げま

して、まことに簡単ではございますが、定例

町議会の開会に当たりましてのごあいさつと

させていただきます。よろしくお願いしま

す。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

（開会 午前10時03分） 

○議長（佐野芳彦） ただいまの出席議員は

14名です。定足数に達していますので、ただ

いまから平成22年第４回太子町議会定例会

（第427回町議会）を開会します。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配りましたと

おりです。 

 これから日程に入ります。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（佐野芳彦） 日程第１、会議録署名

議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第120条の規

定によって、熊谷直行議員、村田興亞議員を

指名します。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第２ 会期の決定 

○議長（佐野芳彦） 日程第２、会期の決定

の件を議題にします。 

 お諮りします。 

 本定例会の会期は、本日から９月30日まで

の35日間にしたいと思います。ご異議ありま

せんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 異議なしと認めます。

したがって、会期は本日から９月30日までの

35日間に決定しました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第３ 諸般の報告 

○議長（佐野芳彦） 日程第３、諸般の報告

を行います。 

 まず、本日町長から議案等25件が提出され

ました。したがって、議案等はその件名一覧

表を付してお手元に配っておきましたからご

了承願います。 

 次に、監査委員から地方自治法第235条の

２の規定に基づき、平成21年度５月分、平成

22年度５月分及び６月分の例月出納検査報告

書が提出されております。したがって、その

写しをお手元に配っておきましたからご了承

願います。 

 次に、平成22年第３回定例会において議決

され、その取り扱いを議長に一任されており

ました30人以下学級実現、義務教育費国庫負

担制度拡充に係る意見書につきましては、議

決後直ちに関係方面に提出し、その善処方を

要望しておきましたのでご了承願います。 

 次に、地方自治法第121条の規定に基づ

き、説明のため本定例会に出席を求めました

者の職氏名はお手元に配っております一覧表

のとおりです。このうち森川勝監査委員には

本日と定例会３日目、４日目の会議のみ出席

要求をいたしておりますのでご了承願いま

す。 

 これで諸般の報告を終わります。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第４ 広報広聴常任委員会の閉会中 

       の所管事務調査報告 

○議長（佐野芳彦） 日程第４、広報広聴常

任委員会の閉会中の所管事務調査報告を行い

ます。 

 広報広聴常任委員会から５月27日、７月２

日、７月９日、７月15日の委員会開催分の所

管事務調査報告書が提出されましたが、既に

配付済みですのでご了承願います。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第５ 総務常任委員会の閉会中の所 

       管事務調査報告 

  日程第６ 福祉文教常任委員会の閉会中 

       の所管事務調査報告 

  日程第７ 経済建設常任委員会の閉会中 

       の所管事務調査報告 

○議長（佐野芳彦） 日程第５、総務常任委

員会の閉会中の所管事務調査報告から日程第
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７、経済建設常任委員会の閉会中の所管事務

調査報告までを一括議題とします。 

 お諮りします。 

 各常任委員会から閉会中の所管事務調査に

ついて中間報告を求めたいと思います。ご異

議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 異議なしと認めます。 

 最初に、総務常任委員会の所管事務調査の

中間報告を求めます。 

 総務常任委員会委員長中島貞次議員。 

○中島貞次議員 おはようございます。 

 それでは、総務常任委員会の調査事件につ

いて、会議規則第47条の規定により下記のと

おり報告します。 

 記。１、調査事件名、(1)太子苑地図混乱

問題、(2)入札制度のあり方、(3)嘱託事務の

あり方。２、調査年月日、平成22年７月８日

木曜日午前10時から午後３時54分、平成22年

８月12日木曜日午前10時から午後４時15分。

３、調査の経過及び意見、５月度総務常任委

員会において６つの調査課題を選び、特にそ

の中から(1)から(3)の調査事件については優

先的に調査中であるが、８月までの調査内容

について経過等を踏まえ中間報告を以下のと

おりとする。 

 (1)太子苑地図混乱問題について。当局に

対して主に次の質問事項を確認した。①太子

苑内道路は町道認定をしているが、町道の時

効取得についての当局の考えはどうか。②５

月以降の進捗状況。③今後の太子苑地図混乱

問題の解決に向けてどうするのか。 

 この質疑に対する答弁は、太子苑地図混乱

問題は、あくまでも集団和解をすることが目

標であり、時効取得は考えていない。また、

５月以降、太子苑自治会との協議は行われ

ず、７月になって自治会長と話し合いがあっ

たが、その後の進展はなかった。今後の方針

は、この地図混乱問題の主体は地権者であ

る。町も地権者であるが、自治会と連係協力

しながら問題解決に向けて取り組む。 

 (2)入札制度のあり方について。①随意契

約の実施について調査のために資料請求をし

た。しかし、業務上の存在する資料であれば

提出できるが、新たに作成することは資料の

ために時間を費やすことになるので資料は出

せない。また、給食センターに関する契約の

資料についても、所管外であるので提出でき

ない旨の返答があった。しかし、所管外につ

いては、各部長で連係協議して所管において

提出するよう依頼した。②入札制度について

の資料は、建設工事請負契約書、入札執行伺

書の提出があったが、学校給食運営協議会決

算書については所管外であるとの理由で提出

されなかったので、随意契約と同様の善処を

求めた。 

 (3)嘱託事務のあり方について。７月委員

会で質問事項を確認し、８月委員会において

答弁があった。内容は次のとおり。①町と連

合自治会とのその後の話し合いの成果につい

ては、現在も連合自治会と各校区の自治会に

おいて自治会助成金と嘱託事務手数料のあり

方に関して協議中であり、結論は出ていな

い。②また、各自治会の会則、規約の有無は

把握しているのかについては、存在している

と思うが、内容把握にまでは至っていない現

状であった。③その他には、自治会と行政、

町民とのあり方に関して個人的な問題であれ

ば行政として問題解決に当たるが、公共公益

に関する町民からの要望に関しては自治会を

通して要望を聞くということであった。 

 以上であります。 

○議長（佐野芳彦） 以上で委員長の報告は

終わりました。 

 これから委員長報告に対する質疑を行いま

す。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 質疑なしと認めます。 

 次に、福祉文教常任委員会の所管事務調査

の中間報告を求めます。 

 福祉文教常任委員会委員長花畑奈知子議

員。 

○花畑奈知子議員 福祉文教常任委員会所管



－6－ 

事務調査報告を行います。 

 本委員会に付託の調査事件について、会議

規則第47条の規定により下記のとおり報告し

ます。 

 １、調査事件、給食の委員のあり方、２、

学童保育のあり方、３、30人学級、４、幼保

一元化、５、校区問題。２、調査年月日、

22年７月14日10時から午後３時16分、８月

11日10時から３時35分。３、調査の経過及び

意見、５つの課題のうち給食の委託のあり

方、学童保育のあり方、３、30人学級の３課

題に重点を置いて調査をいたしました。 

 １、給食の委託のあり方について。現状を

確認するため、８月の委員会で給食センター

の現場視察を行いました。西村教育次長、武

本管理課長、栗川給食センター所長並びに東

洋食品の横井店長、岸川料理長、栄養士の西

田氏より現状を伺いました。調理事務につい

て、東洋食品に委託して３年目であります。

流れ作業なので毎日大変重労働であると聞き

ました。毎日のミーティングで業務の確認や

人間関係が円滑にいくように努力していると

言われていました。食材について、米はＬＰ

ガスを使用して炊いている。米はガスで炊い

たほうがおいしいと言われました。地産地消

として太子夕市の野菜、太子町産の米、太子

みそを使用している。太子みそは１学期品不

足であったため、２学期から使用すると言わ

れていました。残飯はその日のうちに取りに

来てもらい処理していると言われました。施

設整備について、蒸気式回転がまは36年経過

している。22年度に１基を買い換える予定で

ある。また、残り３基は、できれば23年度に

買い換えたいと考えていると言われました。

食缶洗浄機は昭和48年のもので、いつとまっ

ても不思議ではない。食缶、食器の洗浄では

食器洗浄機の部分がもっとも忙しいと言われ

ていました。調理場の細かな清掃は学期終了

ごとに行っていると言われていました。トイ

レの増改築については、視察した時点ではま

だ実施されていなかったが、夏休み期間中に

実施する予定である。男性用、女性用、それ

ぞれ整備すると言われていました。その他、

小学１年生が社会見学として給食センターを

見学していると言われていました。 

 ２、学童保育のあり方について。８月の委

員会で石海学童保育園を視察いたしました。

夏休みのため、児童は平素より少なかったと

聞きました。 

 ３、30人学級について。21年度の総選挙の

際のマニフェストの中に民主党、自民党、社

民党、公明党は少人数学級の実現を記載して

いる。そこでまず、原点に返り、少人数学級

が推進される理由を各自で調査することに決

定し、現在調査中であります。 

 以上、報告を終わります。 

○議長（佐野芳彦） 暫時休憩します。 

（休憩 午前10時17分） 

（再開 午前10時17分） 

○議長（佐野芳彦） 休憩前に引き続き会議

を開きます。 

○花畑奈知子議員 ただいまの報告の中で調

査意見のところの１番、調査の給食の委託の

あり方についてを間違っていましたので、言

い直しさせていただきました。 

○議長（佐野芳彦） 暫時休憩します。 

（休憩 午前10時18分） 

（再開 午前10時18分） 

○議長（佐野芳彦） 休憩前に引き続き会議

を開きます。 

○花畑奈知子議員 もう一度言い直します。 

 １番の給食委託のあり方についてを給食の

委員のあり方とミスりましたので、言い直し

させていただきました。 

 これで報告を終わります。 

○議長（佐野芳彦） 以上で委員長の報告は

終わりました。 

 これから委員長報告に対する質疑を行いま

す。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 質疑なしと認めます。 

 次に、経済建設常任委員会の所管事務調査

の中間報告を求めます。 
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 経済建設常任委員会委員長長谷川原司議

員。 

○長谷川原司議員 経済建設常任委員会の中

間報告をさせていただきます。 

 本委員会に付託の調査事件について、会議

規則第47条の規定により下記のとおり報告し

ます。 

 記。１、調査事件、①不正な農地転用の土

地利用の調査及び遊休農地対策について、②

立岡山北配水池整備事業について、③生活道

路の改良について。２、調査年月日、平成

22年７月13日火曜午前10時より午後１時

57分、平成22年８月10日火曜日午前10時より

午後２時50分。３、調査の経過及び意見。３

つの調査課題について、当局へ調査に必要な

資料の提出を求め、また説明を受け委員協議

をした。しかし、実質２回の委員会開催では

提言できる意見がまとまっていないので中間

報告をする。課題の委員協議内容、当局との

質疑、答弁の一部を報告する。 

 ①不正な農地転用の土地利用の調査及び遊

休農地対策について。鵜飼地区内で登記上の

地目は田であるにもかかわらず、不正な土地

利用がされて、周辺の町道にも古い家電商品

が不法投棄される状況になった。周辺住人に

も迷惑をかけ、解決に生活環境課も相当苦労

された。これを事前に防ぐために、農地転用

において行政の指導力に期待する意見が出

た。 

 ②立岡山北配水池整備事業について。太子

町議会も承認した第４次拡張事業で認可され

た事業であるが、当時とは社会、経済状況が

大きく変化しているため、内容については検

討をする必要がある。構造形式については、

立岡山北配水池ほか実施計画の受託業者が決

定されたので、再検討を含めた設計業務を実

施していくとの答弁であった。 

 ③生活道路の改良について。４メートル未

満の道路幅で建築基準法42条２項で指定され

ている道路について、道路中心から２メート

ルセットバックする義務が課せられている。

しかし、太子町はセットバックに必要な狭隘

道路の道路中心鋲設置について今後検討が必

要である。地権者との調整が困難であるが、

災害時の避難、緊急車両の通行を容易にし、

災害等に強いまちづくりを進める必要があ

る。 

 以上で報告を終わります。 

○議長（佐野芳彦） 以上で委員長の報告は

終わりました。 

 これから委員長報告に対する質疑を行いま

す。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 質疑なしと認めます。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第８ 総務常任委員会の所管事務調 

       報告 

○議長（佐野芳彦） 日程第８、総務常任委

員会の所管事務調査報告を議題とします。 

 本案について委員長の報告を求めます。 

 総務常任委員会委員長中島貞次議員。 

○中島貞次議員 それでは、総務常任委員会

の所管事務調査報告をいたします。 

 本委員会の調査事件について、会議規則第

77条の規定により下記のとおり報告します。 

 記。１、調査事件名、(1)非核都市宣言採

択。２、調査年月日、平成22年７月８日木曜

日午前10時から午後３時54分、平成22年８月

12日木曜日午前10時から午後４時15分。３、

調査の経過及び意見、(1)非核都市平和宣言

採択について。５月度委員会では非核都市宣

言採択を当委員会の課題の一つに決め、６月

度委員会において優先課題としてスケジュー

ルを決定、７月度委員会で他市町の状況を調

査し、本町も平和宣言をすることを前提に題

目を「太子町非核・平和のまち宣言」宣言文

（案）を作成した。この宣言は、７月27日の

全員協議会で全議員より意見聴取して加筆訂

正後に最終文案を総務常任委員会として決定

した。 

 次に、委員会では、議会と当局が合意の上

発信すべきとなっていたので、８月度の委員

会において町当局に意見を求め、特に異議は
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なかったため、議員提案として９月定例会に

総務常任委員７名の連名で発議することにな

った。兵庫県下ほとんどの市町ではこの宣言

が採択されている現状では、遅きに失した感

は否めないが、本年は広島、長崎に原爆投下

されてより65年、今太子町から非核・平和の

まちを宣言するには絶好の時宜を得たものと

考える。今後は、内外に広くアピールして、

核兵器のない世界をつくり上げていきたい。 

 以上、報告を終わります。 

○議長（佐野芳彦） 以上で総務常任委員会

委員長中島貞次議員の報告は終わりました。 

 これから委員長報告に対する質疑を行いま

す。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 質疑なしと認めます。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第９ 報告第４号 健全化判断比率 

       及び資金不足比率の報告につ 

       いて 

○議長（佐野芳彦） 日程第９、報告第４号

健全化判断比率及び資金不足比率の報告につ

いてを議題とします。 

 職員に議案を朗読させます。 

（職員朗読） 

○議長（佐野芳彦） 本案について報告内容

の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（首藤正弘） 報告第４号健全化判断

比率及び資金不足比率の報告について説明さ

せていただきます。 

 本案件につきましては、地方公共団体の財

政の健全化に関する法律第３条第１項及び同

法第22条第１項の規定により、平成21年度決

算について実質赤字比率、連結実質赤字比

率、実質公債費比率、将来負担比率及び資金

不足比率を報告するものでございます。よろ

しくお願いします。 

○議長（佐野芳彦） 報告内容の説明が終わ

りました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 質疑なしと認めます。 

 以上で報告第４号を終わります。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１０ 報告第５号 教育に関する 

        事務の管理及び執行の状況 

        の点検及び評価の報告につ 

        いて 

○議長（佐野芳彦） 日程第10、報告第５号

教育に関する事務の管理及び執行の状況の点

検及び評価の報告についてを議題とします。 

 職員に議案を朗読させます。 

（職員朗読） 

○議長（佐野芳彦） 本案について報告内容

の説明を求めます。 

 教育長。 

○教育長（寺田寛文） 報告第５号教育に関

する事務の管理及び執行の状況の点検及び評

価の報告をさせていただきます。 

 案件の経緯ですが、平成19年６月に地方教

育行政の組織及び運営に関する法律の一部改

正において、新たに法律第27条に教育に関す

る事務の管理及び執行の状況の点検及び評価

等が規定されました。この規定により、平成

20年４月より、すべての教育委員会は毎年そ

の権限に属する事務の管理及び執行の状況に

ついて点検及び評価を行い、その結果に関す

る報告書を作成し、議会に提出するとともに

公表することが義務づけられましたことに伴

い報告するものであります。この報告によ

り、多くの保護者、町民の皆様からご意見を

賜り、よりよい太子町の教育の充実と伸展に

向けて取り組んでまいりたいと考えていま

す。本年度で２回目になり、このたびは各課

で外部評価者２名により評価をしていただき

ました。詳細については、これから教育次長

が報告いたします。よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（佐野芳彦） 教育次長。 

○教育次長（西村隆志） それでは、先ほど

教育長のほうから報告ございましたんですけ
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ど、内容につきまして若干詳細に説明を申し

上げたいと思います。 

 学校教育の充実につきましては37項目、社

会教育の充実については35項目の事業を報告

させていただきたいと思います。その中で主

なものという形で報告させていただきたいの

で、よろしくお願い申し上げたいと思いま

す。 

 学校教育のほうにつきましては、まず12番

目、スクールカウンセラー事業という形で上

げさせていただいております。これの内容に

つきましては、子供たちの心の不安等を取り

除くという形、またはいろんな形の相談とい

う形の事業でございます。内容につきまして

は、保護者の相談件数もありますし、教員ま

たは児童、園児からの相談もございます。そ

の中で教職員のカウンセリングの技術の向上

も図れたんかと考えております。課題として

抱える部分につきましては、予約制という状

況でございますので、相談件数の多数化とい

う状況の中で対応が苦慮しているところかな

と考えております。 

 それと、16番でございます、学校園の施設

整備事業。15番と連携するんですけども、こ

れにつきましては、現教育施設の良好な環境

保持を図るという形で取り組みをさせていた

だきました。21年度につきましては、龍田小

学校の耐震補強並びに太田小学校の増築、大

きな事業をさせていただいたところでござい

ます。課題としては、今後残っております環

境教育の建物の耐久性につきましての取り組

みが若干残っている部分かなあと思います。 

 次に、19番目でございます。スクールアシ

スタント事業でございます。これにつきまし

ては、学級にＬＤ・ＡＤＨＤ等の行動面の不

安な児童もございます。そういう状況の対応

という形でスクールアシスタントを配置して

おります。内容としましては、家族との連携

も円滑に図れたかなあと考えております。課

題として残ります部分につきましては、人員

の配置がもう少し欲しいかなあという感じで

ございます。 

 それと、24番目でございます。コンピュー

ター教育推進事業でございます。この内容に

つきましては、学校教育の情報化の推進とい

う形で本年度取り組ませていただきました。

小学校、中学校等のパソコンの整備並びに電

子黒板という形の取り組みをさせていただい

たところでございます。今後、これの情報機

器の活用という形が大きな課題になってくる

かなあと思います。その中で教職員の情報に

係ります研修も大いに必要かなあと感じてい

るところでございます。 

 それと、25番目でございます。学校図書館

充実事業でございます。これにつきまして

は、各学校の充実ということで毎年行ってい

るところでございますけれども、今の段階、

小学校におきましては71.6％、中学校につき

ましては両中学校で64.6％という状況でござ

います。これにつきましては、若干学級数等

の差の中で若干相違があるんかなあと思いま

す。これにつきましては、学校図書館の充実

という形で取り組みをしていかないといけな

いという形に考えております。 

 それから、29番目でございます。外国青年

招致事業という形でＡＬＴを配置しておりま

す。これにつきましては、７月までは国の機

関からの派遣でございました。９月からは民

間のＡＬＴを配置させていただいて取り組ん

でいるところでございます。課題として残り

ます部分につきましては、２校で１名という

状況でございます。その中で小学校にも今後

英語、外国語活動が入ってまいります。それ

への対応に必要な部分が生じるんかなあと感

じております。 

 それと、33番目でございます。学校給食セ

ンター改築事業でございます。これにつきま

しては、現有施設を十分修理、また対応しな

がらよりよい給食を継続していくという形で

ございます。その中で現状施設の維持にどう

してよりよい給食につながるかという形が課

題になろうかと思います。 

 次に、社会教育の充実でございます。５番

目でございます。学童保育園運営事業でござ
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います。これにつきましては、留守家庭に伴

います１年生から３年生を対象にした学童保

育事業でございますけれども、留守家庭児童

等の安心に育てられる支援を行っているとこ

ろでございます。今回長期休業中につきまし

ては、４年生も対象を広げ対応したところで

ございます。今後、入園児童の大幅な増加の

状況を考えますと、指導体制または人員の配

置を考えないけないかなあと考えているとこ

ろでございます。 

 それと、７番目でございます。放課後こど

も教室でございます。これにつきましては、

今土曜日は子供たち休みでございます。町内

の１年生から６年生を対象にしまして地域に

なじむという形で土曜日に開設している部分

でございます。これはいろんな活動内容に伴

います事業の拡大という状況になりますと、

ボランティアの登録が必要じゃないかなあと

考えております。 

 それと、11番目でございます。歴史資料館

子ども対象歴史教室の開設でございます。こ

れにつきましては、小学生を対象にしておる

んですけども、太子町の歴史、文化を早くな

じんでいただいて、よく勉強していただくと

いう形の取り組みでございます。これにつき

ましても、参加者を増やすこと、または募集

方法を検討しながら本当によりよい太子町の

文化を継承していきたいという形でございま

す。 

 それと、15番目でございます。町民芸術祭

開催事業でございます。これにつきまして

は、展示部門、音楽部門、芸能部門で取り組

ませていただきました。毎回参加者も多い状

況の中でいろんな形の調整が今後かかってく

るかなあと考えております。 

 それと、17番目でございます。町民体育大

会開催事業の内容でございますけれども、こ

れは日ごろスポーツを楽しむ機会の集約とい

う形で開催事業をしているところでございま

す。今後、種目につきましてもいろんな形の

選定を広げていくという形の取り組みが必要

かなあと考えております。 

 次に、29番目でございます。図書館管理運

営事業につきましては、蔵書の充実という形

で今図書館には17万冊余りの蔵書がございま

す。それの充実を図っているんですけども、

これの保管という状況になりますと、もう少

し手を入れないけないという形が課題に上っ

ているところでございます。 

 以上ではしょった内容になりましたですけ

ども、以上で報告を終わりたいと思います。

よろしくお願いします。 

○議長（佐野芳彦） 報告内容の説明が終わ

りました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 質疑なしと認めます。 

 以上で報告第５号を終わります。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１１ 同意第１号 教育委員会の 

        委員の任命につき同意を求 

        めることについて 

○議長（佐野芳彦） 日程第11、同意第１号

教育委員会の委員の任命につき同意を求める

ことについてを議題とします。 

 職員に議案を朗読させます。 

（職員朗読） 

○議長（佐野芳彦） 本案について提案理由

の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（首藤正弘） 同意第１号教育委員会

の委員の任命につき同意を求めることについ

て説明をいたします。 

 本案件につきましては、教育委員会の委員

をお願いしております寺田寛文氏の任期が本

年９月30日をもって満了となることに伴い、

引き続き同氏を任命したいため、地方教育行

政の組織及び運営に関する法律第４条第１項

の規定に基づき、町議会の同意を求めるもの

であります。 

 寺田氏の経歴は参考資料のとおりでありま

すが、教育行政に精通され、人格高潔で人望

も厚く適任者であると考えております。 
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 任期は平成22年10月１日から26年９月30日

までの４カ年であります。よろしく審議を賜

り、原案のとおり同意いただきますようお願

い申し上げ、提案説明とさせていただきま

す。 

○議長（佐野芳彦） 提案理由の説明が終わ

りました。 

 お諮りします。 

 ただいま上程中の議案は同意人事に関する

案件ですので、議事の順序を省略して、直ち

に採決を行いたいと思います。ご異議ありま

せんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 異議なしと認めます。

したがって、直ちに採決を行います。 

 これから同意第１号を採決します。 

 この採決は無記名投票で行います。 

 議場の出入り口を閉めます。 

（議場閉鎖） 

○議長（佐野芳彦） ただいまの出席議員は

13名です。 

 次に、立会人を指名します。会議規則第

32条第２項の規定によって、立会人に中井政

喜議員、井川芳昭議員を指名します。 

 投票用紙を配ります。 

（投票用紙配付） 

○議長（佐野芳彦） 念のため申し上げま

す。本案を可とする方は賛成と、否とする方

は反対と記載願います。 

 なお、重ねて申し上げます。投票中に賛否

を表明しない投票及び賛否が明らかでない投

票は否とみなします。 

 投票用紙の配付漏れはありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 配付漏れなしと認めま

す。 

 投票箱を点検します。 

（投票箱点検） 

○議長（佐野芳彦） 異状なしと認めます。 

 ただいまから投票を行います。 

 職員が氏名を呼び上げますので、順番に投

票願います。 

（職員点呼、投票） 

○議長（佐野芳彦） 投票漏れはありません

か。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 投票漏れなしと認めま

す。 

 投票を終わります。 

 ただいまから開票を行います。 

 中井政喜議員、井川芳昭議員、開票の立ち

会いをお願いします。 

（開  票） 

○議長（佐野芳彦） それでは、投票の結果

を報告します。 

 投票総数 13票です。 

 投票のうち賛成 10票、反対 ３票 

 以上のとおり賛成が多数です。したがっ

て、同意第１号は原案のとおり同意されまし

た。 

 議場の出入り口を開きます。 

（議場開鎖） 

○議長（佐野芳彦） この際、教育委員に選

任同意されました寺田教育長から発言を求め

られておりますので、これを許可します。 

○教育長（寺田寛文） 失礼いたします。一

言お礼のごあいさつをさせていただきます。 

 ただいま首藤太子町長から教育委員の再任

につきまして同意を求める議案を提案してい

ただいたところ、議員の皆様方のご同意を賜

りましたことに対して厚くお礼を申し上げま

す。まことにありがとうございます。 

 さて、今日変化の激しい時代にあって社会

の存立基盤である教育の重要性が一層高まっ

てきています。このような社会の変化の中に

あって太子町の教育を充実、発展させるため

にしっかりと取り組んでまいりたいと思いま

す。 

 学校教育におきましては、新学習指導要領

の導入が小学校では平成23年度より、中学校

では平成24年度より導入され、この新学習指

導要領が円滑に導入されることにより子供た

ちが安心して学習ができ、学ぶ楽しさを味わ

い、信頼関係を基盤として生き生きとした学
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校園づくりに、また社会教育についてはより

多くの町民の皆さんのご意見を聞きながら体

験活動を礎にした生涯学習社会の構築に向け

て努力してまいりたいと思います。 

 そして、平成22年度は第５次太子町総合計

画が策定されスタートした年度でございま

す。子供たちの笑顔があふれる和のまち太子

町の実現に向けても全力で取り組んでまいり

ます。議員の皆様方には、これまで以上のご

支援、ご協力を賜りますようお願いいたしま

して、お礼のあいさつとさせていただきま

す。ありがとうございました。 

○議長（佐野芳彦） 寺田教育長の発言は終

わりました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１２ 承認第４号 功労者等の承 

        認について 

○議長（佐野芳彦） 日程第12、承認第４号

功労者等の承認についてを議題とします。 

 職員に議案を朗読させます。 

（職員朗読） 

○議長（佐野芳彦） 本案について提案理由

の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（首藤正弘） 承認第４号功労者等の

承認について説明を申し上げます。 

 本案件につきましては、太子町表彰条例及

び同施行規則の規定に基づき、功労者の表彰

を行いたいため議会の承認を求めるものであ

ります。 

 本年度は、社会功労賞として、太子町防犯

推進委員会の委員として26年間の長きにわた

り地域住民の防犯意識の高揚と防犯パトロー

ルによる犯罪防止活動に努められ、青少年の

健全育成と安全・安心のまちづくりに尽力さ

れました岩村義人氏、教育功労賞として、平

成９年４月に太子町教育長として就任以来、

平成21年５月までの12年２カ月の長きにわた

り太子町の学校教育、教育行政の向上に大き

く貢献された圓尾哲一氏、文化功労賞とし

て、太子町の茶華道指導者として昭和54年４

月、太子町茶華道協会設立に参加、昭和56年

４月に太子町文化協会理事、平成17年４月に

監事として通算31年もの長きにわたり華道を

通して文化の振興に努められ、また近年は小

学校児童のクラブ活動にも力を注がれ、華道

の伝承にも努められました三輪彪氏につい

て、去る７月29日にまちづくり審議会に諮問

し、答申をいただいております。 

 なお、功績の内容は参考資料のとおりであ

りますので、ご承認いただきますようお願い

申し上げ、提案説明といたします。 

○議長（佐野芳彦） 提案理由の説明が終わ

りました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 討論なしと認めます。 

 これから承認第４号を採決します。 

 この採決は挙手によって行います。 

 本案は承認することに賛成の方は挙手願い

ます。 

（挙手多数） 

○議長（佐野芳彦） 挙手多数です。したが

って、承認第４号は承認することに決定しま

した。 

 お諮りします。 

 本日の日程第13、議案第38号から日程第

33、認定第９号までは、本日は提案説明のみ

にとどめ、質疑は第３日目以降に行いたいと

思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 異議なしと認めます。

したがって、そのように決定しました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１３ 議案第３８号 平成２２年 

        度兵庫県太子町一般会計補 

        正予算（第２号） 

○議長（佐野芳彦） 日程第13、議案第38号

平成22年度兵庫県太子町一般会計補正予算
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（第２号）を議題とします。 

 職員に議案を朗読させます。 

（職員朗読） 

○議長（佐野芳彦） 本案について提案理由

の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（首藤正弘） 議案第38号平成22年度

兵庫県太子町一般会計補正予算（第２号）に

ついて説明を申し上げます。 

 今回の補正予算は、人件費の補正、事業執

行に伴う関係経費の補正及び地方債の補正で

あります。 

 その内容は、歳入歳出予算の総額に歳入歳

出それぞれ４億2,451万1,000円を追加し、歳

入歳出予算の総額を95億1,600万8,000円とす

るものであります。 

 歳入予算につきましては、地方特例交付

金、地方交付税、国庫支出金、県支出金、寄

附金、繰入金、繰越金、諸収入及び町債の追

加と、町税、地方譲与税、利子割交付金、地

方消費税交付金、ゴルフ場利用税交付金の減

額であります。 

 次に、歳出予算におきましては、議会費、

総務費、民生費、消防費、教育費及び災害復

旧費の追加と、衛生費、農林水産業費及び土

木費の減額であります。 

 また、地方債の補正につきましては、臨時

財政対策債の限度額を変更するものでありま

す。 

 詳細につきましては副町長よりご説明いた

しますので、慎重なる審議を賜り、原案のと

おり議決いただきますようお願い申し上げ、

提案説明とさせていただきます。 

○議長（佐野芳彦） 副町長。 

○副町長（八幡儀則） ただいま上程されま

した議案第38号平成22年度兵庫県太子町一般

会計補正予算（第２号）について詳細説明を

申し上げます。 

 今回の補正は、主に町税の減額補正、普通

交付税と臨時財政対策債発行可能額の決定に

よる増額補正並びにその歳出過程で算定した

基準財政収入額を参考に各譲与税、交付金を

補正するものでございます。また、人事異動

等による人件費の補正、事業進捗による必要

経費の増減を行うものでございます。 

 歳出からご説明申し上げます。 

 全体を通じて人件費につきましては、市町

村職員共済組合と公立学校共済組合の負担率

の変更並びに人事異動等による職員給、職員

手当等の補正によりまして、総額1,046万円

の増額となっております。 

 育児休暇の終了等によりまして嘱託職員に

係る予算額は総額171万6,000円の減額となっ

ております。 

 22ページをお願いいたします。 

 款１議会費、項１議会費、目１議会費につ

きましては、先の５月臨時会におきまして広

報広聴常任委員会が設置決定されたことに伴

い、委員長手当を10万7,000円追加するもの

でございます。 

 款２総務費、項１総務管理費、目１一般管

理費、節12役務費の運転記録証明書交付申請

手数料でございますが、これは当該証明書を

事業所である役場が取得し、職員全体の事

故、交通違反の傾向を把握する資料として、

また事故、交通違反歴のある職員に対する個

別指導、安全運転教育の資料等に活用してい

くものでございます。職員の安全意識高揚の

取り組みとして、アルバイトを除く全職員の

証明書を取得する経費でございます。 

 目６企画費の94万3,000円でございます

が、９月21日にあすかホールの大ホール会場

にて予定しております野口宇宙飛行士の帰国

報告会に係る経費でございます。節８の報償

費は、ミスひまわり、老人会応援隊、コーラ

スグループの参加協力を予定いたしておりま

す。節13委託料のパブリックビューイング配

線等委託料は、大ホールで行う報告会入場者

数に限りがあるため、応募者の中で抽せんに

漏れた方々には中ホールにて大スクリーンで

見ていただく予定にしております。このた

め、機器類の配線等の委託料でございます。 

 24ページをお願いいたします。 

 目13基金費につきましては、各基金への積
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立金を追加するものでございます。財政調整

基金積立金の追加は、平成21年度の普通会計

実質収支額の２分の１相当額と平成20年度に

国民健康保険特別会計へ財源補てんしていま

した２億1,000万円の清算金のうち今次補正

予算にて一般会計繰入金を追加する額１億

1,663万7,000円を加えた合計額、１億

8,175万5,000円を増額するものでございま

す。公共施設建設基金等の他の基金につきま

しても、それぞれ積立金の追加をしたいと考

えております。 

 項２徴税費、目２賦課徴収費につきまして

は、国及び地方を通じた税務事務の効率化を

目的に平成23年１月より所得税の申告書等が

データで配信されるに伴いまして、国税連携

システム構築委託料を追加補正するものでご

ざいます。 

 26ページをお願いいたします。 

 款３民生費、項１社会福祉費、目１社会福

祉総務費、節19負担金補助及び交付金26万円

につきましては、高齢者等住宅改造費助成金

の追加でございまして、本年度は４月から７

月の実績が５件であり、年間15件の申請、助

成総額100万円程度が見込まれますので、不

足額を補正するものでございます。特定財源

として県補助金である人生80年いきいき住宅

助成事業補助金を13万円増額いたしておりま

す。 

 目２老人福祉費、節20扶助費の高齢者日常

生活用具給付費追加は、火災報知機の給付費

でございまして、平成23年６月１日より既存

住宅の寝室にも設置義務が生じることから、

給付申請の増加に対処するための補正でござ

います。本年４月から７月までの４カ月間で

40戸の申請がありますので、年間120戸を見

込んでおります。 

 28ページをお願いいたします。 

 目９保健福祉会館管理費、節11需用費と節

18備品購入費の追加につきましては、平成９

年４月にオープンした保健福祉会館の施設や

備品の補修が近年増えており、本年度にあっ

ては浴槽ろ過ポンプ、給水圧力ポンプのふぐ

あい、冷蔵庫の故障が発生しております。修

繕料は当初予算で100万円を計上しておりま

したが、予算不足が見込まれる上、今後の突

発的な事態に備えておく必要もあることから

修繕料で80万円、栄養指導室設置の冷凍冷蔵

庫の買い換え費用として備品購入費９万

8,000円の追加補正をお願いするものでござ

います。 

 30ページをお願いいたします。 

 項２児童福祉費、目３保育所運営費につき

ましては、認可保育園である二葉保育園から

要望のあった大規模修繕に伴う補助金でござ

います。築37年が経過した保育室、廊下、玄

関、沐浴室等の内外装やサッシ類の修繕を行

うもので、財源内訳は県補助金が２分の１で

事業主と太子町が４分の１ずつの負担でござ

います。1,393万8,000円のうち本町の負担額

は464万6,000円で、県補助金の929万2,000円

を合計して補助金として支出するものでござ

います。 

 32ページをお願いいたします。 

 一番下の款６農林水産業費、項２林業費、

目１林業振興費につきましては、県の森林林

業緊急整備事業費補助金の適用を受けて矢田

部地区9.5ヘクタールに及ぶ檀特山の景観保

全のために枯れ木や不要木を除去するための

委託料でございます。増額補正と同額を県補

助金で計上いたしております。 

 34ページをお願いいたします。 

  款８土木費、項１土木管理費、目１土木

総務費、節13委託料につきましては、ユニバ

ーサル社会づくりモデルプラン作成委託料と

して50万円の予算をお願いしております。こ

れは高齢者、障害者、外国人などがだれもが

暮らしやすいユニバーサル社会のまちづくり

を進める上で、まず太子町役場周辺で県指定

を受けたユニバーサル社会づくり推進地区に

おいてハード、ソフト両面からまちづくりを

推進するための事業プランを策定するもので

ございます。補助率２分の１の県補助金を活

用するものでございます。 

 項２道路橋りょう費、目２道路維持費の追
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加につきましては、今年度において緊急に沖

代線の舗装、補修工事を実施したことから、

当初予算において実施予定であった城山裏道

線、太子苑中学校線、間野矢田部線の補修工

事が施工困難となっていることに加え、沖代

線、２号線の路面状態が悪くわだちが発生い

たしております。このまま放置すれば、通行

車両の底面が損傷したり、自転車、歩行者の

転倒事故等も懸念されることから新たにこの

路線の補修工事費も追加させていただくもの

でございます。 

 36ページをお願いいたします。 

 項４都市計画費、目２下水道事業費につき

ましては、今次の前処理場事業特別会計と下

水道事業特別会計の補正予算に伴う会計間の

調整額でございます。 

 款９消防費、項１消防費、目１常備消防費

につきましては、平成22年度普通交付税算定

によって消防費の基準財政需要額と調整率及

び移譲事務市町交付金が確定したことにより

1,899万1,000円の増額補正を行うものでござ

います。ちなみに、消防費の基準財政需要額

は ４ 億 7 , 0 9 5 万 7 , 0 0 0 円 で 調 整 率 は

0.000819354でございます。 

 続きまして、目４災害対策費の需用費補正

につきましては、兵庫県市町振興協会より防

災資機材整備支援事業交付金86万2,000円の

決定通知を受けたことから、毛布や避難所間

仕切りといった備蓄消耗品、バリケード、カ

ラーコーンといった災害対応消耗品を購入す

る経費を追加するものでございます。 

 款10教育費、項１教育総務費、目３教育振

興費のケーブルテレビ利用料の追加は、デジ

タル放送受信に向けて龍田、斑鳩、石海の３

小学校についてケーブルテレビに加入して環

境を整備いたしました。この３校の利用料を

追加するものでございます。なお、太田小学

校につきましては、以前よりケーブルテレビ

に加入済みでございます。 

 続きまして、38ページをお願いいたしま

す。 

 項２小学校費、目１学校管理費の補正につ

きましては、龍田小学校の特別支援学級児童

の校舎内移動に必要な整備をするものでござ

いまして、中央階段に手すりを設置する修繕

料の追加をお願いするものでございます。ま

た、太田小学校の増築による受電容量の増

加、龍田小学校の太陽光発電設備設置により

電気設備保安管理委託料を追加補正するもの

でございます。 

 次の40ページにかけて補正をお願いしてお

ります項５社会教育費、目５文化財保護費に

つきましては、斑鳩小学校屋内運動場の改築

工事に伴う遺跡確認調査を実施する経費を追

加いたしております。 

 目７会館管理費、節15工事請負費は、地上

波デジタル放送対応改修工事費でございまし

て、文化会館の建設が要因になり、会館周辺

において電波障害を受けるご家庭がございま

す。アナログ放送に対しては既存の対応で視

聴は可能でありますが、デジタルテレビが急

速に普及している現状にあって早急にデジタ

ル放送の受信も可能にする必要があるため、

追加補正をするものでございます。 

 次に、項６保健体育費、目２体育館費の需

用費補正でございますが、町民体育館南東に

ある鉄製非常口が経年劣化によりちょうつが

いが外れる事態になっておりました。応急措

置で扉を固定してふさぎましたが、早急に非

常口機能を回復する必要があったことから、

既定の予算を先にこの修繕費用に使用するこ

とといたしました。このことから、予定の修

繕費用に不足が生じ、今般の追加補正をお願

いするものでございます。 

 42ページをお願いいたします。 

 款11災害復旧費、項４公共土木施設災害復

旧費、目１道路橋りょう災害復旧費の補正に

つきましては、５月24日の大雨により前山東

面において土砂崩れが発生し、７月１日には

北面において土砂崩れが起こりました。災害

時における応急対策業務に関する協定に基づ

いて太子建設組合に応急対策を要請し、予備

費で対応いたしました。今回の補正は、この

応急対策とともに当面の本復旧工事費をお願
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いするものでございます。 

 続きまして、歳入の説明を申し上げます。 

 11ページをお願いいたします。 

 款１町税、項１町民税、目１個人につきま

しては、課税標準額の減少による補正で１億

3,399万6,000円の減額を見込んでおります。 

 項４町たばこ税につきましては、本年10月

１日より値上げに伴う影響から、今年度の町

たばこ税を前年度当初予算額の80％である１

億3,981万4,000円と見込み、差額の1,987万

6,000円を減額するものでございます。 

 款２地方譲与税、項２自動車重量譲与税か

ら13ページの款７ゴルフ場利用税交付金の減

額につきましては、第１期の交付状況や平成

22年度の基準財政収入額を参考に補正をする

ものでございます。 

 款９地方特例交付金、項１地方特例交付金

につきましては、基準財政収入額を確定値と

みなし、1,040万2,000円を増額補正するもの

でございます。 

 款10地方交付税につきましては、普通交付

税の交付決定による２億4,284万7,000円の追

加でございまして、三位一体改革で減額され

ていました地方交付税財源が国予算ベースで

１兆1,000億円補てんされた影響が考えられ

ます。また、対前年度比で本町の内容を見ま

すと、基準財政需要額が0.5％増加したにも

かかわらず、基準財政収入額がマイナス

6.4％という大きな落ち込みを示しているこ

とにより増額となったものでございます。 

 款14国庫支出金、項１国庫負担金につきま

しては、民生費に係る過年度精算による負担

金の追加でございまして、次のページに計上

しております款15県支出金、項１県負担金に

つきまして同様の補正でございます。 

 目２移譲事務市町交付金につきましては、

交付決定によるものでございます。 

 項２県補助金につきましては、歳出で申し

上げました各事業の特定財源でございまし

て、それぞれの補助率となっております。 

 18ページをお願いいたします。 

 款17寄附金、項１寄附金、目２衛生費寄附

金でございますが、町内スーパー等でのレジ

袋削減運動によりレジ袋が有料となっている

店舗がございます。ご協力をいただいている

マックスバリュ西日本株式会社より平成21年

度のレジ袋売上金に対しまして指定寄附金を

いただきました。環境に対する経費に使用す

る指定であることから全町クリーン作戦の事

業を充実させ、この寄附金を充当させていた

だくことといたしております。 

 款18繰入金、項１特別会計繰入金につきま

しては、国民健康保険特別会計と墓園事業特

別会計からの繰入金を追加するものでござい

ます。 

 20ページをお願いいたします。 

 款19繰越金は、平成21年度一般会計の出納

閉鎖に際しまして繰越金が１億2,453万

5,000円となりましたことから、予算との差

額を補正するものでございます。 

 款20諸収入、項４雑入、目２雑入につきま

しては、すべて兵庫県市町村振興協会からの

補助金でございまして、協働のまちづくり活

動支援事業交付金は、既定の防犯対策費に、

防災資機材等支援事業交付金は事業費を追加

して災害対策費に、図書整備支援事業交付金

は既定の図書館費、図書購入費に充当いたし

ております。 

 款21町債につきましては、臨時財政対策債

の追加でございまして、この地方債は本来な

ら普通交付税として交付されるべきものでご

ざいまして、基準財政需要額から振りかえら

れている金額でございます。 

 最後に、５ページをお願いいたします。 

 第２表の地方債補正につきましては、先ほ

どの臨時財政対策債の限度額の変更でござい

ます。 

 以上で平成22年度兵庫県太子町一般会計補

正予算（第２号）の詳細説明を終わらせてい

ただきます。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

○議長（佐野芳彦） 提案理由の説明が終わ

りました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 
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  日程第１４ 議案第３９号 平成２２年 

        度兵庫県太子町国民健康保 

        険特別会計補正予算（第１ 

        号） 

○議長（佐野芳彦） 日程第14、議案第39号

平成22年度兵庫県太子町国民健康保険特別会

計補正予算（第１号）を議題とします。 

 職員に議案を朗読させます。 

（職員朗読） 

○議長（佐野芳彦） 本案について提案理由

の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（首藤正弘） 議案第39号平成22年度

兵庫県太子町国民健康保険特別会計補正予算

（第１号）について説明を申し上げます。 

 今回の補正予算は、異動等に伴う人件費の

補正、財政調整基金積立金、前年度精算、一

般会計繰出金等の補正であります。 

 その内容は、歳入歳出予算の総額に歳入歳

出それぞれ２億6,158万9,000円を追加し、歳

入歳出予算の総額を33億5,225万4,000円とす

るものであります。 

 歳入予算につきましては、前期高齢者交付

金、繰入金、繰越金の追加と諸収入の減額で

あります。 

 歳出予算としましては、総務費、後期高齢

者支援金等、共同事業拠出金、基金積立金、

諸支出金の追加と前期高齢者納付金等、介護

納付金の減額であります。 

 詳細につきましては副町長より説明を申し

上げますので、慎重なる審議を賜り、原案の

とおり議決いただきますようお願い申し上

げ、提案説明といたします。 

○議長（佐野芳彦） 副町長。 

○副町長（八幡儀則） 議案第39号平成22年

度兵庫県太子町国民健康保険特別会計補正予

算（第１号）についてご説明を申し上げま

す。 

 今回の補正につきましては、歳出では人事

異動による人件費の補正、社会保険診療報酬

支払基金からの額の決定通知があった後期高

齢者支援金の追加及び前期高齢者納付金、介

護納付金の減額、また歳入歳出の調整による

財政調整基金積立金の追加、平成21年度の療

養給付費等負担金、退職医療療養給付費等交

付金等の実績精算による償還金の追加並びに

平成20年度制度改正に伴い前期高齢者交付

金、後期高齢者支援金の大幅な予算との乖離

により赤字補てんとして急遽繰り入れた額を

繰り戻す一般会計繰出金の追加等でございま

す。 

 一方、歳入では、社会保険診療報酬支払基

金からの額の決定通知があった前期高齢者交

付金の追加及び老人保健医療費拠出金還付金

の減額、人件費の補正に伴う職員給与費等繰

入金の追加と繰越金の追加でございます。 

 歳出からご説明申し上げます。 

 ８ページ、９ページをお願いいたします。 

 款１総務費、項１総務管理費、目１一般管

理費については、人事異動による人件費の補

正として87万7,000円を計上いたしておりま

す。 

 次に、款２保険給付費、項１療養諸費、目

１一般被保険者療養給付費は、財源更正でご

ざいます。 

 款３後期高齢者支援金等、款４前期高齢者

納付金等及び10ページ、11ページの款６介護

納付金については、社会保険診療報酬支払基

金からの額の確定通知等により補正をしてお

ります。 

 款７共同事業拠出金、目２保険財政共同安

定化事業拠出金については、兵庫県国民健康

保険団体連合会からの拠出金決定通知により

補正いたしております。 

 款９基金積立金については、歳入歳出の財

源調整をし、なお財源に余裕のある１億

226万8,000円を財政調整基金積立金として追

加いたしております。 

 款11諸支出金、項１償還金及び還付加算

金、目３償還金については、療養給付費等負

担金の償還金2,975万4,451円、退職医療療養

給付費等交付金の償還金1,152万5,618円、高

齢者医療制度円滑運営事業費補助金の償還金

４万2,175円及び出産育児一時金補助金の償
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還金22万円、合計4,154万2,000円を追加いた

しております。いずれも平成21年度の実績精

算による償還金でございます。 

 12から13ページをお願いいたします。 

 項２繰出金、目１一般会計繰出金について

は、平成20年度当初予算で見込んだ前期高齢

者交付金及び後期高齢者支援金について社会

保険診療報酬支払基金通知との差額が多大で

あったため、平成20年９月定例会において急

遽赤字補てん分として一般会計より補てんい

たしております。この補てんは、通常の医療

費増に伴う赤字補てん分ではなく制度改正に

よるものであり、平成22年度当初予算で繰り

戻せなかった１億1,663万7,000円を一般会計

に繰り戻すものでございます。これにより、

前期高齢者交付金で9,186万1,000円、後期高

齢者支援金で8,007万1,000円の合計１億

7,193万2,000円を一般会計に繰り戻し、制度

改正による繰り入れ分は終了となります。 

 次に、歳入について説明をいたします。 

 ６ページ、７ページをお願いいたします。 

 款５前期高齢者交付金については、社会保

険診療報酬支払基金から通知のあった平成

22年度高齢者医療制度及び病床転換助成事業

納付金額等計算書による額の確定によるもの

で、53万2,000円を追加いたしております。 

 款10繰入金、項１他会計繰入金、目１一般

会計繰入金、節２職員給与費等繰入金につい

ては、歳出の一般管理費を追加したことによ

り87万7,000円追加いたしております。 

 款11繰越金、項１繰越金、目１療養給付費

等交付金繰越金につきましては、平成21年度

退職者医療療養給付費等交付金の実績精算に

よる返還金について、前年度繰越金と区別し

て充当する必要があるため、1,152万5,000円

を追加いたしております。 

 目２その他繰越金につきましては、平成

21年度実質収支額２億6,018万5,283円から療

養給付費等交付金繰越金を差し引いた２億

4,865万8,000円を追加いたしております。そ

の他繰越金が多額になった要因は、前年度と

比較し、歳入面で前年度純繰越金が約

4,780万円の増、前期高齢者交付金が約１億

7,160万円の増などにより、全体で8,620万円

の増となっている一方、歳出面で保険給付費

は約5,980万円増加しているものの、老人保

健拠出金が約7,580万円の減、後期高齢者支

援金が約4,090万円の減などにより全体で

7,200万円の減となったためでございます。 

 款12諸収入、項３雑入、目４雑入の老人保

健医療費拠出金還付金につきましては、社会

保険診療報酬支払基金からの額の決定通知に

より減額をいたしております。 

 以上の結果、既定の歳入歳出予算の総額に

それぞれ２億6,158万9,000円を追加し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ33億

5,225万4,000円とするものでございます。 

 以上で詳細説明を終わります。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

○議長（佐野芳彦） 提案理由の説明が終わ

りました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１５ 議案第４０号 平成２２年 

        度兵庫県太子町介護保険特 

        別会計補正予算（第１号） 

○議長（佐野芳彦） 日程第15、議案第40号

平成22年度兵庫県太子町介護保険特別会計補

正予算（第１号）を議題とします。 

 職員に議案を朗読させます。 

（職員朗読） 

○議長（佐野芳彦） 本案について提案理由

の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（首藤正弘） 議案第40号平成22年度

兵庫県太子町介護保険特別会計補正予算（第

１号）について説明を申し上げます。 

 今回の補正予算は、異動等に伴う人件費の

補正と前年度精算等の補正であります。 

 その内容は、歳入歳出予算の総額に歳入歳

出それぞれ1,145万4,000円を追加し、歳入歳

出予算の総額を14億8,868万1,000円とするも

のであります。 

 歳入予算につきましては、国庫支出金、支

払基金交付金、県支出金、繰越金の追加と繰
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入金の減額であります。 

 歳出予算としましては、介護サービス事業

費、基金積立金、諸支出金の追加と総務費、

地域支援事業費の減額であります。 

 詳細につきましては副町長より説明申し上

げますので、慎重なる審議を賜り、原案のと

おり議決いただきますようお願い申し上げ、

提案説明とさせていただきます。 

○議長（佐野芳彦） 副町長。 

○副町長（八幡儀則） ただいま上程されま

した議案第40号平成22年度兵庫県太子町介護

保険特別会計補正予算（第１号）について詳

細説明を申し上げます。 

 歳出からご説明申し上げます。 

 ９ページをお願いいたします。 

 款１総務費、項１総務管理費、目１一般管

理費については、介護保険担当職員の異動に

よるものとして、節２給料で231万3,000円、

節３職員手当等で115万1,000円、節19負担金

補助及び交付金で17万6,000円、共済組合費

の負担率変更によるものとして節４共済費で

34万1,000円減額し、合わせて398万1,000円

減額いたしております。 

 款３介護サービス事業費、項１介護サービ

ス事業費、目１介護サービス事業費について

は、共済組合費の負担率変更によるものとし

て節４共済費で４万3,000円追加しておりま

す。 

 款４地域支援事業費、項２包括的支援事業

費、目１包括的支援事業費については、介護

保険担当職員の異動によるものとして節２給

料で70万7,000円、節３職員手当等で18万

3,000円、節19負担金補助及び交付金で15万

2,000円、共済組合費の負担金率変更による

ものとして節４共済費で２万9,000円減額

し、合わせて107万1,000円減額いたしており

ます。 

 11ページをお願いいたします。 

 款５基金積立金、項１基金積立金、目１基

金費については、平成21年度から繰越金のう

ち平成21年度の事務費繰入金精算分を除いた

純粋な介護保険料の剰余金を決算剰余金処分

積み立てとして1,053万4,000円追加し、平成

22年度以降の給付費の財源に充てるため積み

立ていたします。 

 款９諸支出金、項１償還金、目１償還金に

ついては、平成21年度事業精算の結果、国

費、県費、支払基金への返還金として592万

9,000円計上いたしております。 

 歳入について説明いたします。 

 ５ページをお願いいたします。 

 款４国庫支出金、項２国庫補助金、目２地

域支援事業交付金については、平成21年度事

業精算の結果、過年度精算分として２万

6,000円追加いたしております。 

 款５支払基金交付金、項１支払基金交付

金、目１介護給付費交付金については、平成

21年度事業精算の結果、過年度精算分として

504万2,000円追加しております。 

 款６県支出金、項１県補助金、目１地域支

援事業交付金については、平成21年度事業精

算の結果、過年度精算分として１万3,000円

追加いたしております。 

 款８繰入金、項１他会計繰入金、目１一般

会計繰入金については、平成21年度からの繰

越金のうち事務費繰入金と精算分と平成21年

度事業過年度精算分と人事異動等による給料

等の分を合わせて422万4,000円減額いたして

おります。 

 ７ページをお願いいたします。 

 款９繰越金、項１繰越金、目１繰越金につ

いては、平成21年度からの繰越金として

1,059万7,000円追加いたしております。 

 以上で議案第40号平成22年度兵庫県太子町

介護保険特別会計補正予算（第１号）につい

て詳細説明を終わらさせていただきます。ど

うぞよろしくお願いいたします。 

○議長（佐野芳彦） 提案理由の説明が終わ

りました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１６ 議案第４１号 平成２２年 

        度兵庫県太子町老人保健特 

        別会計補正予算（第１号） 

○議長（佐野芳彦） 日程第16、議案第41号
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平成22年度兵庫県太子町老人保健特別会計補

正予算（第１号）を議題とします。 

 職員に議案を朗読させます。 

（職員朗読） 

○議長（佐野芳彦） 本案について提案理由

の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（首藤正弘） 議案第41号平成22年度

兵庫県太子町老人保健特別会計補正予算（第

１号）について説明を申し上げます。 

 今回の補正予算は、前年度精算等の補正で

あります。 

 その内容は、歳入歳出予算の総額から歳入

歳出それぞれ97万5,000円を減額し、歳入歳

出予算の総額を901万7,000円とするものであ

ります。 

 歳入予算につきましては、財源調整として

一般会計繰入金を減額し、また前年度繰越金

を追加いたしております。 

 歳出予算としましては、平成21年度決算額

をもとに実績報告を行った結果、社会保険診

療報酬支払基金への医療費交付金及び国、県

への医療費負担金の償還金額が確定しました

ので、差額を減額いたしております。 

 よろしく審議を賜り、原案のとおり議決い

ただきますようお願い申し上げまして、提案

説明とさせていただきます。 

○議長（佐野芳彦） 提案理由の説明が終わ

りました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１７ 議案第４２号 平成２２年 

        度兵庫県太子町後期高齢者 

        医療特別会計補正予算（第 

        １号） 

○議長（佐野芳彦） 日程第17、議案第42号

平成22年度兵庫県太子町後期高齢者医療特別

会計補正予算（第１号）を議題とします。 

 職員に議案を朗読させます。 

（職員朗読） 

○議長（佐野芳彦） 本案について提案理由

の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（首藤正弘） 議案第42号平成22年度

兵庫県太子町後期高齢者医療特別会計補正予

算（第１号）について説明を申し上げます。 

 今回の補正予算は、異動等に伴う人件費と

過年度保険料納付金等の補正であります。 

 その内容は、歳入歳出予算の総額から歳入

歳出それぞれ99万5,000円を減額し、歳入歳

出予算の総額を２億5,293万7,000円とするも

のであります。 

 歳入予算につきましては、財源調整のため

一般会計繰入金を減額し、また前年度繰越金

を追加しております。 

 歳出予算につきましては、一般管理費にお

いて異動等に伴う人件費の補正と過誤納付還

付金及び平成22年４月、５月の保険料収納分

であります過年度分の保険料納付金を追加い

たしております。 

 よろしくご審議を賜り、原案のとおり議決

いただきますようお願い申し上げ、提案説明

といたします。 

○議長（佐野芳彦） 提案理由の説明が終わ

りました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１８ 議案第４３号 平成２２年 

        度兵庫県太子町墓園事業特 

        別会計補正予算（第１号） 

○議長（佐野芳彦） 日程第18、議案第43号

平成22年度兵庫県太子町墓園事業特別会計補

正予算（第１号）を議題とします。 

 職員に議案を朗読させます。 

（職員朗読） 

○議長（佐野芳彦） 本案について提案理由

の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（首藤正弘） 議案第43号平成22年度

兵庫県太子町墓園事業特別会計補正予算（第

１号）について説明を申し上げます。 

 今回の補正予算は、前年度繰越金等に伴う

関係経費の補正であります。 

 その内容は、歳入歳出予算の総額に歳入歳

出それぞれ569万8,000円を追加し、歳入歳出

予算の総額を1,958万3,000円とするものであ
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ります。 

 歳入予算につきましては、繰越金を569万

6,000円、預金利子を2,000円、それぞれ追加

しております。 

 歳出予算としましては、一般会計への繰出

金を561万円、墓園清掃業務委託料を８万

8,000円それぞれ追加いたしております。 

 よろしくご審議を賜り、原案のとおり議決

いただきますようお願い申し上げまして、提

案説明といたします。 

○議長（佐野芳彦） 提案理由の説明が終わ

りました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１９ 議案第４４号 平成２２年 

        度兵庫県太子町下水道事業 

        特別会計補正予算（第１ 

        号） 

○議長（佐野芳彦） 日程第19、議案第44号

平成22年度兵庫県太子町下水道事業特別会計

補正予算（第１号）を議題とします。 

 職員に議案を朗読させます。 

（職員朗読） 

○議長（佐野芳彦） 本案について提案理由

の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（首藤正弘） 議案第44号平成22年度

兵庫県太子町下水道事業特別会計補正予算

（第１号）について説明を申し上げます。 

 今回の補正予算は、異動等に伴う人件費の

補正、事業執行に伴う関係経費の補正であり

ます。 

 その内容は、歳入歳出予算の総額に歳入歳

出それぞれ955万6,000円を追加し、歳入歳出

予算の総額を15億8,099万8,000円とするもの

であります。 

 歳入予算につきましては、繰入金の減額、

繰越金の追加であります。 

 歳出予算としましては、下水道費、一般管

理費において異動等に伴う人件費の補正とマ

ンホールふた等などの修繕料を追加し、また

公共下水道事業において異動等に伴う人件費

の補正と公共下水道事業計画変更認可申請資

料作成委託料を追加いたしております。 

 よろしく審議を賜り、原案のとおり議決い

ただきますようお願い申し上げまして、提案

説明といたします。 

○議長（佐野芳彦） 提案理由の説明が終わ

りました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第２０ 議案第４５号 平成２２年 

        度兵庫県太子町前処理場事 

        業特別会計補正予算（第１ 

        号） 

○議長（佐野芳彦） 日程第20、議案第45号

平成22年度兵庫県太子町前処理場事業特別会

計補正予算（第１号）を議題とします。 

 職員に議案を朗読させます。 

（職員朗読） 

○議長（佐野芳彦） 本案について提案理由

の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（首藤正弘） 議案第45号平成22年度

兵庫県太子町前処理場事業特別会計補正予算

（第１号）について説明を申し上げます。 

 今回の補正予算は、異動等に伴う人件費の

補正と事業執行に伴う関係経費の補正であり

ます。 

 その内容は、歳入歳出予算の総額に歳入歳

出それぞれ366万5,000円を追加し、歳入歳出

予算の総額を１億1,275万4,000円とするもの

であります。 

 歳入予算につきましては、繰入金、繰越金

の追加であります。 

 歳出予算としましては、前処理場費の追加

と異動等に伴う人件費の補正と前処理場の新

たな処理方法の検討のための配管工事費を計

上いたしております。 

 よろしく審議を賜り、原案のとおり議決い

ただきますようお願い申し上げ、提案説明と

いさせていただきます。 

○議長（佐野芳彦） 提案理由の説明が終わ

りました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第２１ 議案第４６号 平成２２年 
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        度兵庫県太子町水道事業会 

        計補正予算（第２号） 

○議長（佐野芳彦） 日程第21、議案第46号

平成22年度兵庫県太子町水道事業会計補正予

算（第２号）を議題とします。 

 職員に議案を朗読させます。 

（職員朗読） 

○議長（佐野芳彦） 本案について提案理由

の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（首藤正弘） 議案第46号平成22年度

兵庫県太子町水道事業会計補正予算（第２

号）について説明を申し上げます。 

 今回の補正予算は、異動等に伴う人件費の

補正であります。 

 その内容としましては、収益的収入におい

て職員の異動等により一般会計からの子ども

手当負担金を13万円減額し、収益的収入総額

を５億1,914万2,000円とし、また収益的支出

において職員の異動等により32万6,000円を

減額し、収益的支出総額を５億316万円とす

るものであります。資本的支出においては、

職員の異動等により429万2,000円を減額し、

総額として３億2,197万2,000円としておりま

す。また、資本的収入、支出の不足額におい

ては、過年度分損益勘定留保資金で補てんす

ることといたしております。そのほか予算に

合わせて流用経費の額の変更を行っておりま

す。 

 よろしく審議を賜り、原案のとおり議決い

ただきますようお願い申し上げ、提案説明と

させていただきます。 

○議長（佐野芳彦） 提案理由の説明が終わ

りました。 

 この際、暫時休憩いたします。 

 再開は午後１時とします。申しわけありま

せん。訂正します。後ほど連絡します。 

（休憩 午前11時58分） 

（再開 午後１時50分） 

○議長（佐野芳彦） 休憩前に引き続き会議

を開きます。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第２２ 議案第４７号 太子町国民 

        健康保険条例の一部を改正 

        する条例の制定について 

○議長（佐野芳彦） 日程第22、議案第47号

太子町国民健康保険条例の一部を改正する条

例の制定についてを議題とします。 

 職員に議案を朗読させます。 

（職員朗読） 

○議長（佐野芳彦） 本案について提案理由

の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（首藤正弘） 議案第47号太子町国民

健康保険条例の一部を改正する条例の制定に

ついて説明を申し上げます。 

 本案件につきましては、医療保険制度の安

定的運営を図るための国民健康保険法等の一

部を改正する法律の施行に伴い、本条例を改

正するものであります。 

 改正の内容としましては、国民健康保険法

の条文の繰り上げにより、国民健康保険法を

引用している当条例を改正するものでありま

す。具体的には、条例第13条中、特定健康診

査等を行う根拠条文である国民健康保険法第

72条の５が同法第72条の４の削除により１条

繰り上がるものであります。 

 施行日につきましては、公布の日から施行

し、医療保険制度の安定的運営を図るための

国民健康保険法等の一部を改正する法律の施

行日である平成22年５月19日から適用として

おります。 

 よろしくご審議を賜り、原案のとおり議決

いただきますようお願い申し上げ、提案説明

とさせていただきます。 

○議長（佐野芳彦） 提案理由の説明が終わ

りました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第２３ 議案第４８号 印鑑の登録 

        及び証明に関する条例の一 

        部を改正する条例の制定に 

        ついて 

○議長（佐野芳彦） 日程第23、議案第48号

印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改
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正する条例の制定についてを議題とします。 

 職員に議案を朗読させます。 

（職員朗読） 

○議長（佐野芳彦） 本案について提案理由

の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（首藤正弘） 議案第48号印鑑の登録

及び証明に関する条例の一部を改正する条例

の制定について説明を申し上げます。 

 本案件につきましては、印鑑の登録及び証

明に関する事務の執行に関し、その運用の指

針となっている総務省通知印鑑登録証明事務

処理要領をもとに実際の事務処理や運用のあ

り方を点検したところ、文言整理を初め条文

の既定方法に改正を要する箇所がありますの

で、本条例を改正するものであります。 

 改正の大部分は、句読点、字句整理等であ

りますが、詳細につきましては副町長より説

明申し上げますので、よろしく審議を賜り、

原案のとおり議決いただきますようお願い申

し上げ、提案説明といたします。 

○議長（佐野芳彦） 副町長。 

○副町長（八幡儀則） ただいま上程されま

した議案第48号印鑑の登録及び証明に関する

条例の一部を改正する条例の制定について詳

細説明を申し上げます。 

 今回の改正は、印鑑の登録及び証明に関す

る事務の執行に関し、その運用の指針となっ

ている総務省通知印鑑登録証明事務処理要領

をもとに当該事務について実際の事務処理や

運用のあり方を点検したところ、文言整理を

初め条文の既定方法に改正を要する箇所があ

りますので、本条例を改正するものでござい

ます。 

 改正の内容としましては、大部分が句点、

読点、送り仮名の修正のための改正です。条

文自体を大きく改正しているところが５カ所

あります。 

 まず最初は、印鑑登録原票について規定し

ている第７条第３項において原票調製の際、

記録媒体の説明を電子計算機をもって調製す

ると規定しています。 

 ２番目は、登録証の再交付について規定し

ている９条において第２項を新たに起こし、

再交付の手続は規則で定めると規定していま

す。 

 ３番目は、印鑑登録の消除について規定し

ている第13条において、第１項に後見開始の

審判を受けたときは登録を消除する旨の１号

を追加し、第２項を新たに起こし、第５号以

降の場合は町長が登録者に消除したことを通

知すると規定しております。 

 ４番目は、印鑑登録の証明について規定し

ている第14条を第１項と第２項に分け、新た

に起こした第２項に印鑑登録の証明を行うに

当たっては電子計算機または複写機を使用す

ると規定しております。 

 ５番目は、印鑑登録証明書の交付について

規定している第16条において第２項を削除

し、この部分は規則において規定することと

しております。 

 施行日につきましては、公布の日から施行

することとしております。 

 よろしくご審議を賜り、原案のとおり議決

いただきますようお願い申し上げ、提案の詳

細説明とさせていただきます。どうぞよろし

くお願いいたします。 

○議長（佐野芳彦） 提案理由の説明が終わ

りました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第２４ 議案第４９号 太子町消防 

        団員等公務災害補償条例の 

        一部を改正する条例の制定 

        について 

○議長（佐野芳彦） 日程第24、議案第49号

太子町消防団員等公務災害補償条例の一部を

改正する条例の制定についてを議題としま

す。 

 職員に議案を朗読させます。 

（職員朗読） 

○議長（佐野芳彦） 本案について提案理由

の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（首藤正弘） 議案第49号太子町消防
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団員等公務災害補償条例の一部を改正する条

例の制定について説明を申し上げます。 

 本案件は、児童扶養手当法の一部を改正す

る法律が公布され、児童扶養手当法施行令及

び非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を

定める政令の一部を改正する政令が公布され

たことに伴い、関係する児童扶養手当法の条

項を引用している本条例を改正するものであ

ります。 

 児童扶養手当法の改正により、父子家庭に

も児童扶養手当が支給されることとなりまし

たが、消防団員の災害補償の受給調整につい

ては当条例の附則で規定されており、引用し

ている児童扶養手当法の条項を改正、追加

し、整理するものでございます。 

 施行日は、公布の日としております。 

 よろしく審議を賜り、原案のとおり議決い

ただきますようお願い申し上げ、提案説明と

させていただきます。 

○議長（佐野芳彦） 提案理由の説明が終わ

りました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第２５ 認定第１号 平成２１年度 

        兵庫県太子町一般会計歳入 

        歳出決算の認定について 

  日程第２６ 認定第２号 平成２１年度 

        兵庫県太子町国民健康保険 

        特別会計歳入歳出決算の認 

        定について 

  日程第２７ 認定第３号 平成２１年度 

        兵庫県太子町介護保険特別 

        会計歳入歳出決算の認定に 

        ついて 

  日程第２８ 認定第４号 平成２１年度 

        兵庫県太子町老人保健特別 

        会計歳入歳出決算の認定に 

        ついて 

  日程第２９ 認定第５号 平成２１年度 

        兵庫県太子町後期高齢者医 

        療特別会計歳入歳出決算の 

        認定について 

  日程第３０ 認定第６号 平成２１年度 

        兵庫県太子町墓園事業特別 

        会計歳入歳出決算の認定に 

        ついて 

  日程第３１ 認定第７号 平成２１年度 

        兵庫県太子町下水道事業特 

        別会計歳入歳出決算の認定 

        について 

  日程第３２ 認定第８号 平成２１年度 

        兵庫県太子町前処理場事業 

        特別会計歳入歳出決算の認 

        定について 

  日程第３３ 認定第９号 平成２１年度 

        兵庫県太子町水道事業会計 

        決算の認定について 

○議長（佐野芳彦） 日程第25、認定第１号

平成21年度兵庫県太子町一般会計歳入歳出決

算の認定についてから日程第33、認定第９号

平成21年度兵庫県太子町水道事業会計決算の

認定についてまでを一括議題といたします。 

 職員に議案を朗読させます。 

（職員朗読） 

○議長（佐野芳彦） 順次、提案理由の説明

を求めます。 

 町長。 

○町長（首藤正弘） 認定第１号から第９号

までの各会計決算の認定について、一括して

説明を申し上げます。 

 最初に、認定第１号平成21年度兵庫県太子

町一般会計歳入歳出決算について説明を申し

上げます。 

 決算の概要としましては、歳入総額97億

1,766万4,837円、歳出総額95億5,884万

6,495円。歳入歳出差し引き額は１億5,881万

8,342円であり、繰越明許費として翌年度に

繰り越すべき財源3,428万3,000円を差し引い

た実質収支額は１億2,453万5,342円となって

おります。 

 歳入については、予算額101億7,873万円、

調定額101億4,314万3,648円に対し、収入済

額97億1,766万4,837円、不納欠損額1,950万

7,742円、収入未済額４億597万1,069円でご

ざいます。 



－25－ 

 また、歳出については、予算額101億

7,873万円に対し、支出済額95億5,884万

6 , 4 9 5円、翌年度繰越額２億8 , 0 5 9万

5,000円、不用額３億3,928万8,505円となっ

ております。 

 続きまして、認定第２号平成21年度兵庫県

太子町国民健康保険特別会計歳入歳出決算に

ついて説明を申し上げます。 

 歳入歳出決算額は、歳入総額31億3,646万

7,092円に対し、歳出総額28億7,628万

1,809円で、歳入歳出差し引き額は２億

6,018万5,283円となっております。 

 歳入については、予算額30億2,445万

8,000円、調定額34億174万7,088円に対し、

収入済額31億3,646万7,092円、不納欠損額

750万8,900円、収入未済額２億5,777万

1,096円でございます。 

 また、歳出については、予算額30億

2,445万8,00 0円に対し、支出済額28億

7,628万1,809円、不用額１億4,817万6,191円

となっております。 

 次に、認定第３号平成21年度兵庫県太子町

介護保険特別会計歳入歳出決算について説明

を申し上げます。 

 歳入歳出決算額は、歳入総額14億5,229万

8,627円に対し、歳出総額14億4,169万

9,942円で、歳入歳出差し引き額は1,059万

8,685円となっております。 

 歳 入については 、予算 額 1 5 億 6 0 万

7,000円、調定額14億7,202万3,721円に対

し、収入済額14億5,229万8,627円、不納欠損

額87万5,112円、収入未済額1,884万9,982円

でございます。 

 また、歳出については、予算額15億60万

7,000円に対し、支出済額14億4,169万

9,942円、不用額5,890万7,058円となってお

ります。 

 次に、認定第４号平成21年度兵庫県太子町

老人保健特別会計歳入歳出決算について説明

を申し上げます。 

 歳入歳出決算額は、歳入総額2,933万

7,291円に対し、歳出総額2,909万1,616円

で、歳入歳出差し引き額は24万5,675円とな

っております。 

 歳入については、予算額3,433万3,000円に

対し、調定額、収入済額ともに2,933万

7,291円でございます。 

 また、歳出については、予算額3,433万

3,000円に対し、支出済額2,909万1,616円

で、不用額は524万1,384円となっておりま

す。 

 次に、認定第５号平成21年度兵庫県太子町

後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算につい

て説明を申し上げます。 

 歳入歳出決算額は、歳入総額２億4,207万

8,27 0円に対し、歳出総額２億3,676万

8,820円で、歳入歳出差し引き額は530万

9,450円となっております。 

 歳入については、予算額２億4,606万

4,000円、調定額２億4,306万1,325円に対

し、収入済額２億4,207万8,270円、収入未済

額98万3,055円でございます。 

 また、歳出については、予算額２億

4,606万4,000円に対し、支出済額２億

3,676万8,820円で、不用額929万5,180円とな

っております。 

 次に、認定第６号平成21年度兵庫県太子町

墓園事業特別会計歳入歳出決算について説明

を申し上げます。 

 歳入歳出決算額は、歳入総額3,296万

9,265円に対し、歳出総額2,727万1,356円

で、歳入歳出差し引き額は569万7,909円とな

っております。 

 歳入については、予算額2,814万6,000円、

調定額3,305万6,265円に対し、収入済額

3,296万9,265円、収入未済額８万7,000円で

ございます。 

 また、歳出については、予算額2,814万

6,000円に対し、支出済額2,727万1,356円で

不用額は87万4,644円となっております。 

 次に、認定第７号平成21年度兵庫県太子町

下水道事業特別会計歳入歳出決算について説

明を申し上げます。 

 歳入歳出決算額は、歳入総額16億7,002万
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9,205円に対し、歳出総額16億2,149万

2,949円で、歳入歳出差し引き額は4,853万

6,256円となっております。 

 歳入については、予算額16億9,210万

5,000円、調定額17億617万8,129円に対し、

収入済額16億7,002万9,205円、不納欠損額

70万1,219円、収入未済額3,544万7,705円で

ございます。 

 また、歳出については、予算額16億

9,210万5,00 0円に対し、支出済額16億

2,149万2,949円、不用額7,061万2,051円とな

っております。 

 次に、認定第８号平成21年度兵庫県太子町

前処理場事業特別会計歳入歳出決算について

説明を申し上げます。 

 歳入歳出決算額は、歳入総額１億1,817万

6,99 7円に対し、歳出総額１億1,508万

4,813円で、歳入歳出差し引き額は309万

2,184円となっております。 

 歳入については、予算額１億1,959万

9,000円に対し、調定額、収入済額ともに１

億1,817万6,997円でございます。 

 また、歳出については、予算額１億

1,959万9,000円に対し、支出済額１億

1,508万4,813円で、不用額は451万4,187円と

なっております。 

 最後に、認定第９号平成21年度兵庫県太子

町水道事業会計決算について説明を申し上げ

ます。 

 平成21年度の収益的収入は、給水量におき

まして大口使用者の使用水量の大幅な減少が

あったため、事業収益においては収益全体と

して前年度対比5.7％の減収となりました。 

 また、事業費用においては、営業費用での

4.3％の減、営業外費用での4.0％の減によ

り、費用全体として前年対比2.9％の減とな

りました。その結果、収益的収支といたしま

して収入総額４億9,085万6,559円に対し、支

出総額４億6,376万1,429円で、純利益は

2,709万5,130円となりました。 

 一方、資本的収支におきましては、都市計

画道路揖保線の道路改良工事関係において主

要となる配水管等の布設工事を行いました。

その結果、資本的収支の収入総額732万617円

に対し、支出総額6,446万7,833円で、不足す

る額5,714万7,216円は当年度消費税及び地方

消費税資本的収支調整額及び過年度分損益勘

定留保資金で補てんいたしております。 

 以上、９会計の決算案件についての説明を

終わらせていただきますが、詳細につきまし

ては副町長、経済建設部長よりそれぞれ説明

を申し上げますので、認定いただきますよう

お願い申し上げまして、提案説明といたしま

す。 

○議長（佐野芳彦） 副町長。 

○副町長（八幡儀則） それでは、認定第１

号平成21年度兵庫県太子町一般会計歳入歳出

決算認定について詳細説明を申し上げます。 

 まず、主要施策の成果に関する説明書に記

載しております事項につきましては、重複説

明になっている箇所もあろうかと思います

が、ご了承いただきたいと思います。 

 歳出からご説明申し上げます。 

 全体を通して、人件費につきましては15億

3,728万6,000円で、前年度比0.4％増となっ

ております。職員給は減となっております

が、それを上回る地方公務員共済組合等の負

担率の引き上げによるものでございます。 

 それでは、56ページをお願いいたします。 

 款１議会費、項１議会費、目１議会費、節

10交際費につきましては、慶弔費が10件で８

万円、賛助費が２件で１万6,000円となって

おります。 

 58ページをお願いいたします。 

 款２総務費、項１総務管理費、目１一般管

理費、節10交際費につきましては、渉外費

40件で62万8,695円、慶弔費69件で68万

7,000円、賛助費46件で54万1,000円、その他

５件で６万9,733円となっております。 

 68ページをお願いいたします。 

 目７電子計算機費、節13委託料につきまし

ては、前年度比1,016万9,806円の増となって

おりますが、これは住民税年金特別徴収対応

システムの改修費用997万5,000円の増による



－27－ 

ものでございます。節14使用料及び賃借料に

つきましては、前年度対比501万5,995円の増

となっておりますが、主に庁内ネットワーク

機器等の使用料が前年度は導入初年度で３カ

月分であったものが１年分となったことによ

るものでございます。節15工事請負費につき

ましては、火災による電算データ保護のた

め、電算機械室自動消火設備入れかえ工事を

実施したものでございます。 

 76ページをお願いいたします。 

 目22定額給付金給付事業費、節19負担金補

助及び交付金４億7,017万2,000円につきまし

ては、定額給付金として３万1,203件支給を

実施したものでございます。 

 78ページをお願いいたします。 

 項２徴税費、目２賦課徴収費、節23償還金

利子及び割引料2,311万9,305円につきまして

は、2,301万3,305円を過誤納付金として還付

いたしております。また、税源移譲に伴い所

得変動による住民税還付金として平成19年度

の住民税を減額し、平成21年度に10万

6,000円を還付いたしております。 

 80ページをお願いいたします。 

 項４選挙費につきましては、前年度は町長

選挙、町議会議員補欠選挙を同日に執行しま

したが、21年度は衆議院議員選挙、兵庫県知

事選挙を執行し、また国民投票の投票人名簿

システム構築業務を実施しましたので、

1,317万3,859円の増となっております。 

 88ページをお願いいたします。 

 款３民生費、項１社会福祉費、目１社会福

祉総務費、節28繰出金１億6,034万2,237円に

つきましては、国民健康保険特別会計への繰

出金でございます。その内訳といたしまし

て、法定分の繰り出しとして保険基盤安定に

9,605万2,362円、職員給与費等に4,282万

5 4 2円、出産育児一時金等に 1 , 1 3 7万

3,333円、財政安定化支援事業に1,009万

6,000円となっており、本年度の国保会計の

財政が安定していたため財源補てんのための

繰り出しは行っておりません。繰出金総額は

平成20年度と比較して、２億591万1,973円と

大幅な減となっております。 

 90ページをお願いいたします。 

 目２老人福祉費、節28繰出金２億5,118万

2,178円につきましては、介護保険特別会計

への繰出金でございます。その内訳といたし

まして、介護給付費に１億5,829万7,046円、

職員給与費等に6,323万6,681円、償還金に

2,964万8,451円となっております。 

 92ページをお願いいたします。 

 目４後期高齢者医療費、節2 8繰出金

4,796万8,118円につきましては、後期高齢者

医療特別会計への繰出金でございます。その

内訳といたしまして、保険基盤安定に

3,040万6,164円、事務費に1,756万1,954円と

なっております。 

 96ページをお願いいたします。 

 節20扶助費のうち、障害児補装具費571万

1,003円につきましては、交付が42件、490万

2,320円、修理が23件、80万8,683円となって

おります。 

 110ページをお願いいたします。 

 項２児童福祉費、目８児童館運営費、節

15工事請負費869万4,000円につきましては、

子育て学習センターのトイレ、雨漏り、手洗

い場等の改修費用でございます。 

 116ページをお願いいたします。 

 款４衛生費、項１保健衛生費、目２予防

費、節13委託料のうち、子宮がん検診委託料

354万5,011円、乳がん検診委託料583万

3,438円につきましては、21年度より対象者

に無料クーポン券を配布したことで昨年度よ

り571万7,289円の増となっております。 

 120ページをお願いいたします。 

 目４環境衛生費、節19負担金補助及び交付

金6,223万2,000円は、火葬場運営に係る揖龍

保健衛生施設事務組合負担金でございます

が、火葬場施設の管理及び運営に係る経費

2,282万6,000円と火葬場施設建設に伴います

起債の元利償還に係る経費3,940万6,000円で

ございます。 

 124ページをお願いいたします。 

 款６農林水産業費、項１農業費、目１農業
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委員会費、節10交際費につきましては、慶弔

費３件で１万5,000円、渉外費２件で２万円

となっております。 

 128ページをお願いいたします。 

 目５農地費、節13委託料のうち、糸井・矢

田部地内客土工事委託料４億4,394万5,250円

につきましては、糸井・矢田部地内圃場約３

万5,100平方メートルの土壌入れかえ工事を

兵庫県土地改良事業団体連合会に委託したも

のでございます。 

 130ページをお願いいたします。 

 目８国土調査費、節13委託料、地籍調査事

業委託料593万9,640円につきましては、国土

調査法に基づく地籍調査を米田地区において

実施したものでございます。第１工区面積８

ヘクタール、200筆にて地籍図と地籍簿を作

成し、第２工区面積７ヘクタール、380筆に

ついて境界確認を実施いたしております。 

 138ページをお願いいたします。 

 款８土木費、項２道路橋りょう費、目２道

路維持費、節15工事請負費879万9,630円につ

きましては、檀特山東線道路補修工事及び沖

代線ほか数路線の舗装補修工事等を実施した

ものでございます。 

 目４幹線道路整備事業費、節15工事請負費

のうち、揖保線道路改良工事２億2,044万

1,178円につきましては、沖代地内で早期着

手した揖保線道路改良工事第１工区の896万

3,850円と第２工区の8,580万4,950円及び第

３工区の１億1,201万1,878円の各工区分け道

路改良工事と揖保線道路改良工事に伴う取り

合い工事の1,366万500円を実施したものでご

ざいます。 

 140ページをお願いいたします。 

 節22補償補填及び賠償金383万4,625円につ

きましては、揖保線に係る移転補償で、建物

等物件補償１件173万2,708円及び太子町埋設

の水道施設の移転補償１件210万1,917円の各

補償費でございます。 

 項４都市計画費、目１都市計画総務費、節

13委託料のうち、都市計画マスタープラン改

定業務委託料656万2,500円につきましては、

平成20年度、21年度の２カ年度で改定業務を

委託したもので、21年度業務内容について

は、現況分析、住民意向調査、主要課題の整

理等を行い、現行のマスタープランの改定を

いたしました。 

 142ページをお願いいたします。 

 項２下水道事業費、節28繰出金８億

2,000万円につきましては、下水道事業特別

会計への繰出金７億2,000万円、前処理場特

別会計への繰出金１億円でございます。繰出

金総額は前年度と比較して9.7％の減となっ

ております。 

 144ページをお願いいたします。 

 目４公園事業費、節13委託料1,029万円に

つきましては、次年度以降の公園施設整備計

画区域の測量で、面積６ヘクタール及び

2.3ヘクタールに係る実施設計を実施いたし

ました。節17公有財産購入費1,110万3,573円

につきましては、総合公園東部の山林部の買

収を行ったもので、山林１筆、2,796.87平方

メートルでございます。 

 146ページをお願いいたします。 

 款９消防費、項１消防費、目１常備消防

費、節15工事請負費1,748万4,600円につきま

しては、太子町消防署庁舎消毒室改修工事及

び訓練棟補修工事となっております。 

 148ページをお願いいたします。 

 目２常備消防費、節10交際費につきまして

は、慶弔費で１件、8,000円、渉外費４件で

７万2,100円となっております。 

 150ページをお願いいたします。 

 目３消防施設費、節19負担金補助及び交付

金のうち消防施設整備費補助金268万6,000円

は、消火栓を沖代自治会が設置、小型動力ポ

ンプを立岡自治会が購入、小型ポンプ吸管を

川島自治会が購入、その他、消火栓器具とし

て19自治会にそれぞれ補助をいたしておりま

す。 

 152ページをお願いいたします。 

 款10教育費、項１教育総務費、目１教育委

員会費、節10交際費につきましては、慶弔費

12件で６万2,800円、渉外費１件で１万円、
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賛助費１件で2,800円となっております。 

 156ページをお願いいたします。 

 目４情報通信整備費、節13委託料につきま

しては、小・中学校における教育用、校務用

コンピューターの整備と中学校の校内ＬＡＮ

整備に要した経費で、小学校に105台、中学

校に185台のパソコンと周辺機器を設置いた

しました。節18備品購入費につきましては、

各小学校に１台の電子黒板と幼稚園、小学

校、中学校及び公民館に83台のデジタルテレ

ビの購入に要した経費でございます。 

 160ページをお願いいたします。 

 項２小学校費、目１学校管理費、節15工事

請負費のうち、龍田小学校校舎耐震補強工事

費につきましては、耐震性の確保を図ったも

のでございます。また、同じく龍田小学校に

おいて地球温暖化対策の推進や環境教育への

活用を図るため、太陽光発電設備の設置工事

を実施いたしました。 

 また、太田小学校校舎増築工事費及び光フ

ァイバー引き込みルート変更工事費につきま

しては、太田小学校の児童増に伴う教室不足

に対応するため、保健室、校長室、家庭科室

の増築を行ったものでございます。 

 また、地上デジタル放送受信設備工事費に

つきましては、テレビ放送の完全デジタル化

に対応するため、小学校校舎内の配線工事を

行ったものでございます。 

 168ページをお願いいたします。 

 項３中学校費、目２教育振興費、節11需用

費の消耗品費のうち、武道必修化実践事業消

耗品184万4,550円につきましては、平成24年

度に完全実施となる新学習指導要領に基づく

中学校武道必修化に向け柔道着等を購入した

経費でございます。節18備品購入費のうち、

理科教育振興用備品購入費251万273円につき

ましては、新学習指導要領により観察、実験

等の学習内容が充実されることになったこと

に対応するため、実験機械器具等の整備と老

朽化した設備の更新を行ったものでございま

す。 

 180ページをお願いいたします。 

 項５社会教育費、目３青少年教育費、節

15工事請負費につきましては、太田小学校の

学童保育園の教室不足に対応するため、１教

室を増築した費用でございます。 

 198ページをお願いいたします。 

 項６保健体育費、目２体育館費、節15工事

請負費につきましては、町民体育館の１階通

路及び各階のカーペット劣化に伴い改修工事

及び屋外防犯灯支柱の腐食劣化に伴う取りか

え工事でございます。 

 200ページをお願いいたします。 

 目３総合公園管理費、節15工事請負費につ

きましては、陸上競技場観覧席劣化による漏

水に伴う防水改修工事でございます。 

 以上で歳出の説明を終わります。 

 続きまして、歳入の詳細説明に移らせてい

ただきます。 

 全体を通しまして、景気の低迷によりまし

て町税につきましては、前年度比3.4％減と

なっており、また配当割交付金等の各種交付

金においても軒並み減少しております。た

だ、地方交付税、国県支出金等の増加により

昨年度の歳入総額を上回っておりますが、依

然厳しい財政状況でございます。 

 12ページをお願いいたします。 

 款１町税、項１町民税、目１個人町民税に

つきましては、収入済額が16億4,176万

3,232円で、前年対比2.3％の減となっており

ます。 

 目２法人町民税につきましては、収入済額

は１億7,280万1,200円で、前年対比28.1％の

減となっております。これにつきましては、

リーマン・ショック以後、企業の業績が悪化

し、法人税割が減少したことによるものでご

ざいます。 

 項２固定資産税につきましては、収入済額

は20億5,158万2,892円で、前年対比1.8％の

減となっております。これにつきましては、

平成21年度が評価がえ年度に当たり、家屋に

おいて減価があったことにより減少したもの

でございます。 

 項３軽自動車税につきましては、収入済額
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6,739万9,790円で、前年対比3.9％の増とな

っております。これにつきましては、昨年に

引き続き乗用車、自家用軽自動車が増加した

ことによるものでございます。 

 項４町たばこ税につきましては、収入済額

は１億7,768万4,419円で、前年対比2.2％の

減となっております。 

 20ページをお願いいたします。 

 款12分担金及び負担金、項１負担金、目２

農林水産業費負担金、節１農業費負担金のう

ち、糸井・矢田部地内客土工事原因者負担金

４億5,994万5,250円につきましては、歳出の

際に申し上げました土壌入れかえ工事に係る

負担金でございます。 

 26ページをお願いいたします。 

 款14国庫支出金、項１国庫負担金、目２教

育費国庫負担金につきましては、太田小学校

増築工事に係るもので基準額の２分の１の負

担金でございます。 

 28ページをお願いいたします。 

 項２国庫補助金、目３土木費国庫補助金、

節１道路橋りょう費補助金のうち、１億

1,935万円につきましては、都市計画道路揖

保線に係る地域活力基盤創造交付金であり、

事業費に対して10分の5.5相当の交付額とな

っております。次に、交通安全施設等整備事

業費補助金1,760万円につきましては、都市

計画道路沖代線歩道改良事業に係る補助金

で、同じく補助率は10分の5.5となっており

ます。また、節２都市計画費補助金のうち、

都市公園事業費補助金935万円につきまして

は、総合公園整備事業に係る補助金であり、

用地取得の場合、事業費に対しまして３分の

１相当額が補助されております。 

 目４教育費国庫補助金のうち、学校情報通

信技術環境整備事業費補助金につきまして

は、教育用、校務用コンピューターの整備、

校内ＬＡＮの整備、電子黒板、デジタルテレ

ビの購入に係るもので基準額の２分の１の補

助金でございます。また、地域活性化・公共

投資臨時交付金及び安心・安全な学校づくり

交付金につきましては、龍田小学校校舎耐震

補強及び太陽光発電設備設置工事等、地上デ

ジタル放送受信設備工事に係るものでござい

ます。 

 30ページをお願いします。 

 項３委託金、目１総務費委託金、節２選挙

費委託金につきましては、国民投票の投票人

名簿システムの構築交付金として平成21年度

から２カ年にわたって総額604万2,750円が交

付されますが、そのうちの21年度分でござい

ます。 

 38ページをお願いいたします。 

 款15県支出金、項２県補助金、目８教育費

県補助金、節２社会教育費補助金のうち、放

課後児童健全育成事業補助金につきまして

は、各小学校学童保育園の運営補助金であ

り、また児童厚生施設等整備費補助金につき

ましては、太田小学校学童保育園を１教室増

築したことによる補助金でございます。 

 40ページをお願いいたします。 

 項３委託金、目１総務費委託金、節２徴税

費委託金の県民税徴収事務市町交付金につき

ましては、前年度比25.9％の減少となってお

ります。これにつきましては、所得変動によ

る住民税への影響が少なくなったことによ

り、県民税額相当分の交付も減少したことに

よるものでございます。 

 44ページをお願いします。 

 款17寄附金、項１寄附金、目１総務費寄附

金につきましては、32件、26名の方々からふ

るさと応援寄付金でございます。 

 以上で、平成21年度兵庫県太子町一般会計

歳入歳出決算の認定についての詳細説明を終

わります。 

 続きまして、認定第２号平成21年度兵庫県

太子町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の

認定について、詳細説明を申し上げます。 

 21、22ページの歳出から説明をいたしま

す。 

 款１総務費、項１総務管理費、目１一般管

理費は、国保事業の運営に係る経常的な経費

でございます。減少の要因は、前年度に実施

した高齢受給者に対する医療費の自己負担割
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合を２割から１割に凍結するシステム改修等

の終了によるものでございます。 

 23ページ、24ページをお願いいたします。 

 款２保険給付費につきましては、目１一般

被保険者療養給付費は15億7,450万6,980円

で、前年度より保険者負担分は１億866万

3,946円増加いたしております。入院、入院

外、歯科、調剤、食事療養において件数、日

数、費用額とも前年度より増加しておりま

す。１件当たりの費用額は、入院が大きく増

加し、１件当たり46万3,350円で、前年度と

比較して２万7,068円の増となっており、１

人当たりの費用額は10万5,560円で、前年度

と比較し4,448円の増となっております。 

 目２退職被保険者等療養給付費は１億

8,673万6,143円で、退職被保険者数の減によ

り前年度より保険者負担分は6,669万3,051円

減少しております。１件当たりの費用額は入

院、入院外、歯科とも減少しておりますが、

高額療養費については増加しております。ま

た、１人当たりの費用額は、入院、入院外と

も増加しており、長期にわたる入院、通院が

多いためと分析いたしております。一般被保

険者、退職被保険者等を合わせた療養給付費

全体では本年度は17億6,124万3,123円で、前

年度より4,197万895円増加いたしておりま

す。 

 25、26ページをお願いいたします。 

 項２高額療養費、目１一般被保険者高額療

養費は１億7,557万2,149円で、前年度より件

数で328件の増、保険者負担分で2,853万

164円の増となっております。 

 目２退職被保険者等高額療養費は2,152万

3,357円で前年度より件数で126件の減、保険

者負担分で1,117万4,786円の減となっており

ます。 

 項４出産育児諸費、目１出産育児一時金の

件数は前年度比較で10件減の44件となってお

ります。 

 27ページ、28ページをお願いいたします。 

 項５葬祭諸費、目１葬祭費の件数は前年度

比較で12件減の42件となっております。 

 款３後期高齢者支援金等、目１後期高齢者

支援金は３億5,405万9,549円で前年度より

4,093万3,805円減少しておりますが、後期高

齢者医療制度の創設等、平成20年度の大幅な

制度改正に伴い被保険者数等の予測数値が国

と乖離していたことによるものでございま

す。 

 款４前期高齢者納付金等、目１前期高齢者

納付金は96万3,588円で前年度より48万

8,454円増となっていますが、加入者１人当

たりの負担調整対象額が大幅に増加したため

でございます。 

 29、30ページをお願いいたします。 

 款５老人保健拠出金、目１老人保健医療費

拠出金につきましては、前年度で概算医療費

拠出金は終了し、大きく減少しました。前々

年度の精算額と調整金額を加算した額839万

5,822円を拠出しております。平成22年度で

前々年度の精算還付により終了となる予定で

ございます。 

 款６介護納付金は、第２号被保険者１人当

たりの負担額５万246円に第２号被保険者数

2,900人を乗じた概算額１億4,571万3,400円

から前々年度の精算額と調整金額を差し引い

た額１億2,383万7,309円を納付いたしており

ます。第２号被保険者１人当たりの負担額は

増加しておりますが、第２号被保険者の減少

と前々年度の精算分の差し引きにより納付金

額は前年度より1,559万2,004円減少いたして

おります。 

 款８保健事業費、項２特定健康診査等事業

費、目１特定健康診査等事業費につきまして

は、1,241名の被保険者が特定健診を受診さ

れ、そのうち147名の特定保健指導を実施し

ております。これらの経費として824万

8,310円を支出いたしております。 

 31、32ページをお願いいたします。 

 款９基金積立金は、当年度において財政調

整基金から生じた利子８万2,886円と任意積

み立て2,243万2,000円を基金に積み立て、当

該年度末の国保財政調整基金残高は3,997万

4,239円となっております。 
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 33ページ、34ページをお願いいたします。 

 款11諸支出金、項１償還金及び還付加算

金、目３償還金、節23償還金利子及び割引料

につきましては、平成20年度の医療費実績に

より退職被保険者等に係る療養給付費等交付

金1,543万4,563円と実績により特定健診、特

定保健指導の国庫及び県費負担金をそれぞれ

10万6,000円ずつの21万2,000円、高齢者医療

制度の円滑運営事業費補助金9,613円の合計

1,565万6,176円を返還いたしております。 

 続いて、歳入について説明いたします。 

 ９ページ、10ページをお願いいたします。 

 款１国民健康保険税の総額は７億7,654万

7,181円で、前年度と比較し908万3,508円の

増となっております。一般被保険者と退職被

保険者等を合わせた年度平均の世帯で58世

帯、被保険者数で44人の増によるものでござ

います。平成20年度の退職医療制度の改正に

より退職被保険者分の被保険者の対象が改正

され減少したことによる影響で、目２退職被

保険者等国民健康保険税は前年度より

1,398万2,773円減少しましたが、目１一般被

保険者国民健康保険税は退職被保険者から一

般被保険者に移行した被保険者数の増により

2,306万6,281円増となっております。 

 11ページ、12ページをお願いします。 

 款３国庫支出金、項１国庫負担金、目１療

養給付費等負担金は現年度分５億5,513万

4,014円で、医療費に係る療養給付費負担金

は増となっておりますが、老人保健医療費拠

出金負担金の減及び後期高齢者支援金負担金

の減により前年度とほぼ同額でございます。

過年度分2,437万2,497円は、平成20年度の医

療精算によるものでございます。 

 項２国庫補助金、目１財政調整交付金は２

億1,198万円で、前年度より5,051万4,000円

増加いたしております。交付率は前年同様

９％で、普通調整交付金は医療費の増加によ

り特別調整交付金は退職者医療制度の廃止に

伴う財政影響が多大である市町に対し、その

影響額の２分の１を交付されることになり、

約4,000万円の交付があったことによるもの

でございます。 

 13ページ、14ページをお願いいたします。 

 目２出産育児一時金補助金56万円は、平成

21年10月１日から平成23年３月31日までの間

に出産したときに支給する出産育児一時金に

ついて暫定的に38万円から42万円に４万円引

き上げ、その２分の１の２万円を国庫補助さ

れるものでございます。 

 款４療養給付費等交付金は、退職被保険者

等の保険給付費に対して交付されるもので、

２億1,749万3,000円であります。前年度より

6,170万1,000円減少しております。減少の要

因は、退職者医療制度の改正による退職被保

険者数の減少に伴い療養給付費等が減少した

ためでございます。 

 款５前期高齢者交付金は、65歳から74歳の

前期高齢者の医療費の財源調整のための制度

でございまして、保険者間の医療費にかかる

負担の不均衡を調整するもので、５億

5,443万6,293円であります。前年度と比較

し、１億7,163万413円の増となっておりま

す。概算の前期高齢者給付費見込み額が前年

度より１億5,700万円増加したためでござい

ます。 

 15、16ページをお願いいたします。 

 款７共同事業交付金、目１高額医療費共同

事業交付金は7,417万8,135円で、前年度より

3,177万7,881円増加いたしております。対象

件数は247件で、前年度より91件の増でござ

います。 

 目２保険財政共同安定化事業交付金は３億

256万7,841円で、前年度より3,487万2,767円

増加いたしております。対象件数は1,521件

で、前年度より268件の増でございます。 

 款８広域連合支出金は、国保の特定健診と

同時に実施した後期高齢者に係る健康診査に

対する広域連合からの支出金で、当年度健診

受診者234名のうち国庫補助分19万1,000円と

被保険者数及び受診実績配分による広域連合

補助分67万5,000円と合わせて86万6,000円で

ございます。 

 款10繰入金は１億6,034万2,237円で、前年



－33－ 

度より２億591万1,973円の減となっておりま

す。平成20年度は後期高齢者医療制度の施行

などに伴い財政収支が非常に不安定であった

こともあり、その他一般会計繰入金、いわゆ

る緊急避難の赤字補てんとして２億1,000万

円の財政支援を受けましたが、本年度は安定

した財政運営となっており、その他一般会計

繰り入れは行わず、法定繰入分のみの繰入金

といたしております。 

 17ページ、18ページをお願いいたします。 

 款11繰越金、目１療養給付費等交付金繰越

金は、退職被保険者等に係る医療費精算によ

り21年度で返還した額1,543万4,563円であり

ます。 

 目２その他繰越金8,652万1,326円は、平成

20年度よりの繰越金から療養給付費等交付金

繰越金を除いた額で、前年度より4,782万

2,879円増加いたしております。 

 19ページ、20ページをお願いいたします。 

 款12諸収入、目４雑入のうち介護従事者処

遇改善臨時特例交付金221万8,106円は、平成

21年４月から介護保険の介護報酬が介護保険

サービスの従事者の給与等の処遇を改善する

目的で引き上げが改定されており、その改定

に係る国保税の負担増を緩和するため、平成

21年度、平成22年度の２カ年における被保険

者の負担を国費により軽減を図るため、国か

ら兵庫県国民健康保険団体連合会を経由して

交付される臨時特例交付金でございます。 

 歳入総額31億3,646万7,092円に対し、歳出

総額は28億7,628万1,809円で、歳入歳出差し

引き額２億6,018万5,283円を翌年度に繰り越

しをいたします。 

 以上で詳細説明を終わります。 

 続きまして、認定第３号平成21年度兵庫県

太子町介護保険特別会計歳入歳出決算認定に

ついて詳細説明を申し上げます。 

 13ページの歳出から説明いたします。 

 款１総務費、項１総務管理費、目１一般管

理費3,517万399円については、介護保険担当

職員給与４名分、介護保険法改正に伴う介護

保険システム改修委託料等でございます。 

 目２連合会負担金15万4,530円につきまし

ては、国保連合会会費負担金でございます。 

 項２徴収費、目１賦課徴収費220万3,043円

につきましては、介護保険料賦課決定通知書

作成の委託料等でございます。 

 15ページをお願いいたします。 

 項３介護認定審査会費、目１介護認定審査

会費311万3,038円につきましては、介護認定

審査会の委員報酬等でございます。 

 目２認定調査費891万7,436円については、

認定調査員４名分の賃金と主治医意見書

1,193件分の作成手数料等でございます。 

 17ページをお願いいたします。 

 款２保険給付費、項１介護諸費、目１介護

サービス費11億5,569万9,390円については、

要介護１から５と認定された方に対する居宅

介護サービス給付費、施設介護サービス給付

費、居宅介護福祉用具購入費、居宅介護住宅

改修費、居宅介護サービス計画給付費及び地

域密着型介護サービス給付費の各サービス費

でございます。 

 目２予防サービス費8,264万8,967円につき

ましては、要支援と認定された方に対する介

護予防サービス給付費、介護予防福祉用具購

入費、介護予防住宅改修費及び介護予防サー

ビス計画給付費の各サービス費でございま

す。 

 目３高額介護サービス費1,857万2,704円に

つきましては、介護保険サービスに係る自己

負担額が一定額以上になったときに払い戻さ

れるサービス費でございます。 

 目４特定入所者サービス費3,274万7,120円

につきましては、低所得の方の介護保険サー

ビスに係る自己負担額の一定額以上を支給す

るサービス費でございます。 

 目５審査支払手数料157万3,360円につきま

しては、兵庫県国民健康保険団体連合会の審

査支払業務の手数料でございます。 

 款３介護サービス事業費、項１介護サービ

ス事業費、目１介護サービス事業費1,620万

7,937円につきましては、介護保険担当職員

給与１名分、嘱託職員賃金１名分と介護予防



－34－ 

ケアプラン作成業務委託料等でございます。 

 19ページをお願いいたします。 

 款４地域支援事業費、項１介護予防事業

費、目１介護予防事業費1,459万6,429円につ

きましては、介護予防事業委託料、生活機能

評価事業委託料等でございます。 

 21ページをお願いいたします。 

 項２包括的支援事業費、目１包括的支援事

業費2,686万8,825円につきましては、介護保

険担当職員給与３名分、嘱託職員賃金２名分

と総合相談窓口業務委託料等でございます。 

 23ページをお願いいたします。 

 款９諸支出金、項１償還金、目１償還金

2,964万8,451円につきましては、平成20年度

保険給付費の精算による負担金及び交付金の

返還金でございます。 

 次に、歳入について説明をいたします。 

 ５ページをお願いいたします。 

 款１保険料、項１介護保険料、目１介護保

険料の収入済額については、節１現年度分と

して３億1,818万5,648円、節２滞納繰越分と

して132万7,943円の収入済みでございます。

また、収入済額については、現年度分と滞納

繰越分と合わせて1,884万9,982円となってお

り、徴収率は94.2％でございます。 

 款２介護サービス事業収入、項１介護サー

ビス事業収入、目１介護サービス事業収入に

ついては、地域包括支援センターの介護予防

サービスプラン作成報酬として885万8,700円

収入済みでございます。 

 款４国庫支出金、項１国庫負担金、目１介

護給付費負担金として２億2,846万1,000円の

収入済みでございます。 

 項２国庫補助金、目１調整交付金として

1,307万2,000円、目２地域支援事業交付金と

して1,394万8,633円それぞれ収入済みでござ

います。 

 ７ページをお願いいたします。 

 款５支払基金交付金、項１支払基金交付

金、目１介護給付費交付金として３億

7,687万4,000円、目２地域支援事業交付金と

して422万円の収入済みでございます。 

 款６県支出金、項１県負担金、目１介護給

付費負担金として１億9,115万8,000円、項２

県補助金、目１地域支援事業交付金として

697万4,598円、項３委託金、目１総務費委託

金として１万6,500円それぞれ収入済みでご

ざいます。 

 款７財産収入、項１財産運用収入、目１利

子及び配当金として59万3,666円の収入済み

でございます。 

 ９ページをお願いいたします。 

 款８繰入金、項１他会計繰入金、目１一般

会計繰入金として２億5,118万2,178円、項２

基金繰入金、目２介護従事者処遇改善臨時特

例基金繰入金として534万4,603円を繰り入れ

ております。 

 款９繰越金については、前年度繰越金とし

て1,306万6,063円を計上いたしております。 

 10ページをお願いいたします。 

 款10諸収入、項３雑入、目１雑入について

は、介護予防事業個人負担金として70万

1,400円、介護給付費返還金として1,818万

8,142円等を収入いたしております。 

 歳入合計14億5,229万8,627円、歳出合計が

14億4,169万9,942円、歳入歳出差し引き額

1,059万8,685円となっております。 

 以上で詳細説明を終わります。 

 続きまして、認定第４号平成21年度兵庫県

太子町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定

について詳細説明を申し上げます。 

 ９ページをお願いいたします。 

 款１総務費、項１総務管理費、目１一般管

理費は１万6,923円で、老人保健事業の運営

に係る物件費でございます。主な内容は、兵

庫県国民健康保険団体連合会に委託している

老人保健医療事務共同電算処理費用及び第三

者求償事務取扱手数料などでございます。 

 款２医療諸費、項１医療諸費、目３審査支

払手数料は223円で、これは平成21年４月以

降に生じた過誤請求、月遅れ請求分の２件の

審査に係る経費でございます。 

 款４諸支出金、項１償還金、目１償還金は

2.907万4,470円です。これは平成20年度老人
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保健医療給付費の精算により、国、県、社会

保険診療報酬支払基金に対して返還したもの

でございます。 

 続いて、歳入について説明申し上げます。 

 ７ページをお願いいたします。 

 款６諸収入、項２雑入、目１第三者納付金

12万3,687円は、交通事故による納付金の１

件分でございます。 

 款６諸収入、項２雑入、目２雑入516万

6,714円は、平成21年４月以降に生じた過誤

請求、月遅れ請求に係る医療費の過年度精算

金です。 

 歳入総額が2,933万7,291円に対し、歳出総

額は2,909万1,616円で、歳入歳出差し引き額

24万5,675円を翌年度に繰り越しをいたしま

す。 

 以上で詳細説明を終わらせていただきま

す。 

○議長（佐野芳彦） ここで暫時休憩しま

す。 

 再開は３時30分。 

（休憩 午後３時14分） 

（再開 午後３時29分） 

○議長（佐野芳彦） 休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 引き続き、副町長、よろしくお願いしま

す。 

○副町長（八幡儀則） 認定第５号平成21年

度兵庫県太子町後期高齢者医療特別会計歳入

歳出決算の認定について詳細説明を申し上げ

ます。 

 歳出から説明いたします。 

 ９ページ、10ページをお願いいたします。 

 款１総務費、項１総務管理費、目１一般管

理費につきましては、職員人件費が主な内容

でございます。 

 款１総務費、項２徴収費、目１賦課徴収費

につきましては、主に後期高齢者医療保険料

を徴収するための保険料決定通知書や納付書

の印刷製本費や郵送料等でございます。ま

た、保険料の軽減や特別徴収から普通徴収へ

の納付方法の変更等の特別対策を講じるた

め、後期高齢者医療システム改修委託料とし

て280万3,500円を支出いたしております。 

 款２後期高齢者医療広域連合納付金、項１

後期高齢者医療広域連合納付金、目１後期高

齢者医療広域連合納付金につきましては、平

成22年３月分までの現年度分の保険料納付金

として１億8,259万9,693円、過年度分の保険

料納付金として309万3,109円、広域連合の運

営のための共通経費であります分賦金として

829万9,970円、保険基盤安定繰入金納付金と

して3,040万6,164円、延滞金納付金として９

万5,400円をそれぞれ兵庫県後期高齢者医療

広域連合へ納付いたしております。 

 続いて、歳入について説明いたします。 

 ５ページ、６ページをお願いいたします。 

 款１保険料、項１後期高齢者医療保険料、

目１後期高齢者医療保険料につきましては、

特別徴収分として１億2,119万1,398円、普通

徴収分として6,535万8,211円、合計で１億

8,654万9,609円を収納しております。 

 款２使用料及び手数料、項１手数料、目１

督促手数料につきましては、９万4,400円を

収納いたしております。 

 款３繰入金、項１他会計繰入金、目１一般

会計繰入金につきましては、事務費繰入金と

して1,756万1,954円、保険基盤安定繰入金と

して3,040万6,164円、合計で4,796万8,118円

を一般会計より繰り入れております。 

 款４繰越金、項１繰越金、目１繰越金につ

きましては、前年度繰越金として324万

5,144円を収納いたしております。 

 款５諸収入、項１延滞金、加算金及び過

料、目１延滞金につきましては、保険料延滞

金として９万6,600円を収納いたしておりま

す。 

 款５諸収入、項３雑入、目１雑入は、保険

料還付金として15万2,353円を受け入れてお

ります。 

 款６県支出金、項１県補助金、目１円滑運

営事業費補助金につきましては、歳出で説明

しました後期高齢者医療システム改修費用の

補助金として280万3,500円を受け入れており
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ます。 

 以上で詳細説明を終わらせていただきま

す。 

 続きまして、認定第６号平成21年度兵庫県

太子町墓園事業特別会計歳入歳出決算認定の

詳細説明を申し上げます。 

 まず、７ページの歳出をお願いいたしま

す。 

 項１墓園事業費、目１一般管理費の

1,871万2,127円でございますが、主に一般会

計への繰出金としての1,856万2,000円とたつ

の市・姫路市広報掲載料としての役務費14万

9,129円となっております。 

 目２の墓園管理費855万9,229円でございま

すが、主に節13委託料の除草作業、ごみ処理

等による清掃管理委託料及び樹木の剪定、芝

刈り、薬剤散布などによる植栽管理委託料、

車どめ開閉業務委託料として合計554万

4,400円となっております。また、墓所返還

還付金につきましては、申し込み後、墓碑の

設置の見込みなく不要になったなどの理由に

よる返還申請がございましたので、６基分、

257万3,000円返還いたしました。 

 次に、５ページの歳入をお願いいたしま

す。 

 まず、款１の使用料及び手数料の墓園永代

使用料は2,423万6,000円、30基分でございま

す。平成21年度末の応募状況は累計で881基

となっております。墓園年間管理手数料は

880基分の595万7,750円でございます。 

 款２の繰越金につきましては、前年度繰越

金として260万3,379円となっております。 

 また、款３の諸収入につきましては、預金

利子として１万136円となっております。 

 以上で認定第１号から認定第６号までの決

算認定についての詳細説明を終わらせていた

だきます。どうぞよろしくお願い申し上げま

す。 

○議長（佐野芳彦） 経済建設部長。 

○経済建設部長（山本武志） それでは、認

定第７号平成21年度兵庫県太子町下水道事業

特別会計歳入歳出決算の認定につきまして詳

細説明を申し上げます。 

 まず、歳出から説明を申し上げます。 

 10ページをお願いいたします。 

 款１下水道費、目１一般管理費、節13委託

料の下水道管洗浄委託料につきましては、下

水道管閉塞の予防措置といたしまして、定期

的に洗浄作業を行っております。平成21年度

では斑鳩、糸井地区の定期的洗浄作業132万

5,100円と４件の緊急洗浄作業43万500円と合

わせまして175万5,600円支出をいたしており

ます。マンホールポンプ点検委託料につきま

しては、太子町にあります15カ所の下水のく

み上げるマンホールポンプの定期点検作業及

び緊急作業費用として378万4,200円支出をい

たしております。 

 次に、12ページをお願いいたします。 

 節19負担金補助及び交付金の揖保川流域下

水道維持管理負担金につきましては、15年度

から単年度精算となっております。排水量

388万3,700.72立方メートルに対します処理

負担金として２億69万1,707円支出をいたし

ております。１立方メートル当たりの単価は

約52円となっております。前年度比水量で１

万2,475.41立方メートル、負担金で1,686万

7,853円の減となっております。 

 目２公共下水道事業費、節13委託料の事業

再評価業務委託につきましては、国庫補助事

業を行うために必ず実施をしておく必要があ

る下水道事業の費用対効果分析を行うもの

で、834万7,500円支出をいたしております。

都市計画変更資料作成業務委託につきまして

は、雨水の都市計画決定変更手続に必要な資

料作成費として241万5,000円支出をいたして

おります。節15工事請負費の公共ます設置工

事費につきましては、63件の工事で2,093万

7,119円支出をいたしております。下水道管

布設工事につきましては、４件の工事で

1,830万1,500円支出いたしております。 

 次に、14ページをお願いいたします。 

 節19負担金補助及び交付金の汚水長松幹線

管渠築造工事負担金につきましては、姫路市

と太子町との下水処理に関する協定に基づき
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1,696万8,570円支出をいたしております。 

 目３合併処理浄化槽整備費、節15工事請負

費でございますが、下水道排水区域より離れ

ました家屋に対し下水道管布設のかわりに合

併浄化槽を設置をしたもので、94万5,000円

支出をいたしております。 

 目４流域下水道事業費、節19負担金補助及

び交付金の揖保川流域下水道建設負担金につ

きましては、926万6,641円支出をしておりま

す。流域の処理場の建設事業費から国庫補助

分及び県費負担分を除きました事業費に対し

まして関係３市１町が負担するものでござい

ます。管渠につきましては、その7.44％、処

理場につきましては、その9.82％が太子町の

負担割合となっております。前年度比約

1,000万円の減でございます。兵庫西流域下

水汚泥処理委託事業負担金（償還金）につき

ましては、県移管に伴う償還金負担として

2,088万3,663円支出しております。前年度比

約151万円の増であります。 

 款２公債費、目１元金につきましては、定

期償還分の長期債元金償還金として７億

3,706万1,242円支出をいたしております。前

年度比約8,497万円の増でございます。ま

た、平成19年度に公的資金補償金免除繰上償

還に係る公営企業経営健全化計画の国の承認

を受け高利率の起債の償還を認められました

ので、当該繰上償還に伴う長期債元金償還金

といたしまして１億1,707万6,154円支出して

おります。前年度比約３億245万円の減でご

ざいます。 

 目２利子につきましては、定期償還分の長

期債利子償還金として３億8,790万7,369円支

出しております。前年度比約2,545万円の減

でございます。 

 以上、歳出の説明を終わります。 

 続きまして、歳入の説明に移らさせていた

だきます。 

 ６ページをお願いいたします。 

 款１分担金及び負担金、目１下水道費負担

金、節１下水道費負担金の下水道事業受益者

負担金につきましては、猶予取り消しによる

現年度分51件、1,480万9,400円収入しており

ます。揖保線工事費県負担金につきまして

は、揖保線道路整備事業に伴う下水道管布設

がえに要する費用として777万円収入してお

ります。節２下水道費過年度負担金につきま

しては、130万500円収入しております。 

 款２使用料及び手数料、目１使用料、節１

下水道使用料といたしまして、有収水量

321万1,804立方メートルに対し、収入済額４

億6,846万9,476円となっております。前年度

比、水量で４万2,470立方メートルの増、使

用料金で4,448万9,356円の増となっておりま

す。節２の下水道過年度使用料につきまして

は、625万4,458円収入しております。 

 項２手数料、目１下水道手数料の公認業者

登録手数料につきましては３社で15万円、公

認業者更新手数料につきましては47社で

141万円、責任技術者登録手数料につきまし

ては11件で33万円、責任技術者更新手数料に

つきましては87件で174万円収入いたしてお

ります。 

 款３国庫支出金、目１下水道費国庫補助金

につきましては、下水道事業費用対効果分析

を実施することにより効率的で客観性のある

事業確認を行うため、国庫補助金として

440万円の収入となっております。 

 ８ページをお願いいたします。 

 款４繰入金、目１一般会計繰入金につきま

しては、一般会計からの繰入金が７億

2,000万円となっております。前年度比

8,312万4,000円の減となっております。 

 款７町債、目１下水道債につきましては、

公共下水道事業債、流域下水道事業債、繰上

償還に伴う下水道高資本費対策借換債及び資

本費平準化債を合わせまして４億1,030万円

の収入済みとなっております。 

 以上で平成21年度下水道特別会計歳入歳出

決算の詳細説明を終わらせていただきます。 

 続きまして、認定第８号平成21年度兵庫県

太子町前処理場事業特別会計歳入歳出決算の

認定につきまして詳細説明を申し上げます。 

 まず、歳出から説明申し上げます。 
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 ８ページをお願いいたします。 

 款１前処理場費、目１前処理場管理費、節

11需用費の消耗品費につきましては、硫化水

素対策といたしましてｐＨ調整のための苛性

ソーダ購入費として140万1,767円支出をいた

しております。平成20年11月21日に姫路市内

で基準を上回る硫化水素が発生し、その対策

分が加わり、前年度比約53万円の増となって

おります。光熱水費につきましては、電気料

を452万2,692円支出しております。前年度比

約42万円の減となっております。修繕料につ

きましては、熱処理汚泥濃縮槽かき寄せ機修

繕等による機械修繕として165万9,000円、皮

革汚水流入管渠修繕等による施設修繕として

407万8,200円を支出し、前年度比約71万円の

増となっております。節13の前処理場運転管

理業務委託料につきましては、5,481万円支

出いたしております。見積入札により前年度

比189万円の減額でございます。 

 10ページをお願いいたします。 

 節18備品購入費のエアコン購入費につきま

しては、中央制御室のエアコンが故障し使用

できなくなりましたので、168万円支出をし

ております。節19負担金補助及び交付金の揖

保川流域下水道維持管理負担金につきまして

は、平成15年から単年度精算となっておりま

す。排水量４万5,932立方メートルに対しま

す処理負担金として494万4,804円支出をいた

しております。前年度比、排水量では約１万

4,000立方メートルの減、負担金では約192万

円の減となっております。 

 目２流域下水道事業費、節１負担金補助及

び交付金の揖保川流域下水道建設負担金につ

きましては、流域の処理場等の建設事業費の

負担分として94万4,516円支出しておりま

す。平成12年度より流域下水道事業建設負担

金を下水道特別会計と計画処理水量で案分を

しております。前年度比約102万円の減とな

っております。兵庫西流域下水汚泥処理委託

事業負担金（償還金）につきましては、県移

管に伴います償還金負担金といたしまして

284万7,772円支出をいたしております。前年

度比約21万円の増となっております。兵庫西

流域下水汚泥処理委託事業負担金（汚泥焼

却）につきましては、搬出いたしました汚泥

焼却量131.14トンに対します汚泥焼却負担金

として382万191円支出をいたしております。

前年度比約216万円の減となっております。 

 款２公債費、目１元金につきましては、定

期償還分の長期債元金償還金として1,223万

9,113円を支出いたしております。前年度比

約47万円の減でございます。また、平成19年

度に公的資金償還金免除繰上償還に係る公営

企業経営健全化計画の国の承認を受け、高利

率の起債の償還を認められましたので、平成

21年度の当該繰り入れ償還に伴う長期債元金

償還金として559万1,118円を支出しておりま

す。前年度比約2,005万円の減でございま

す。 

 目２利子につきましては、定期償還分の長

期債利子償還金として435万75円支出してお

ります。前年度比約87万円の減でございま

す。 

 以上で歳出の説明を終わります。 

 引き続きまして、歳入の説明に移らさせて

いただきます。 

 ６ページをお願いいたします。 

 款１使用料及び手数料、目１下水道使用料

につきましては、有収水量４万2,913立方メ

ートルに対します使用単価が１立方メートル

当たり220円でございますので、944万860円

収入しております。対前年度比は、有収水量

では１万2,951立方メートルの減、使用料で

229万580円の減となっております。 

 款２繰入金、目１一般会計繰入金につきま

しては１億円であります。対前年度比では

480万9,000円の減となっております。 

 款５町債、目１下水道債につきましては、

流域下水道事業に係る前処理場会計負担分の

流域下水道事業債として90万円でございま

す。また、繰上償還に伴う下水道高資本費対

策借換債として550万円でございます。 

 以上で平成21年度前処理場事業特別会計歳

入歳出決算の詳細説明を終わらせていただき
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ます。 

 続きまして、認定第９号平成21年度兵庫県

太子町水道事業会計決算の認定について詳細

説明を申し上げます。 

 決算報告書の１ページから４ページまでは

収益的収支及び資本的収支について予算との

対比で消費税込みで作成をいたしておりま

す。 

 １ページ、２ページの収益的収入及び支出

をお願いいたします。 

 収入の決算状況は、事業収益において予算

額５億7,256万8,000円に対し決算額５億

1,485万7,545円となり、5,771万455円の減収

となりました。この主な要因としては、大口

使用者の使用水量の大幅な減少によるもので

ございます。 

 一方、支出の状況は、事業費用において予

算額５億4,767万2,000円に対しまして決算額

は４億7,17 5万57 7円となり、不用額は

7,592万1,423円となりました。この主なもの

といたしましては、営業費用、営業外費用に

おける経費減によるものでございます。 

 ３ページ、４ページの資本的収入及び支出

をお願いいたします。 

 収入の決算状況は、予算額1,960万円に対

し決算額は732万617円で1,227万9,383円の減

でございます。この理由といたしましては、

工事負担金の減によるものでございます。 

 一方、支出においては、予算額１億

3,971万6,000円に対し決算額6,446万7,833円

となり、不用額7,524万8,167円になりまし

た。この主なものといたしましては建設改良

費の委託料及び工事請負費の減額によるもの

でございます。 

 資本的収入額732万617円が資本的支出額

6,446万7,833円に対して不足する額5,714万

7,216円は、当年度消費税及び地方消費税資

本的収支調整額100万5,138円、過年度分損益

勘定留保資金5,614万2,078円で補てんをいた

しております。 

 詳細内容につきましては、収益的収入及び

支出は18ページ以降に税抜きで記載をしてお

ります。また、資本的収入及び支出につきま

しては、25、26ページに税込みで掲載をいた

しております。 

 次に、５ページをお願いをいたします。 

 平成21年度損益計算書で、収益的収支を項

目別に税抜きで精算したものでございます。 

 営業収益４億8,291万758円から営業費用４

億2,214万6,314円を差し引いた営業利益は

6,076万4,444円であり、これに営業外収益

794万5,801円から営業外費用3,372万1,063円

を差し引いたマイナス2,577万5,262円を加減

した経常利益は3,498万9,182円となり、特別

利益と特別損失を加減した当年度純利益は

2,709万5,130円となりました。前年度繰越欠

損金１億1,698万8,833円を加算いたします

と、当年度未処理欠損金は8,989万3,703円と

なっております。 

 次に、６ページ、７ページの剰余金計算書

をお願いをいたします。 

 利益剰余金の部では、１、減債積立金、

２、利益積立金、３、建設改良積立金におい

て前年度繰入額及び当年度処分額はありませ

ん。当利益剰余金積立金は、４億1,308万

5,576円になっております。４、欠損金は、

前年度欠損金処理計算を行った額の再計上で

ありまして、繰越欠損金として8,989万

3,703円でございます。 

 ７ページの資本剰余金の部でございます。 

 １、受贈財産評価額の当年度発生高は、

14ページの受贈財産評価額内訳明細書のとお

りで、宅地開発等による寄贈された配水管、

配水支管等６件の評価額でございます。 

 ２、工事負担金の当該年度発生高は、資本

的収入で受け入れた工事負担金であります。

繰越資本剰余金として48億8,718万3,771円と

なります。 

 次に、８ページ、平成21年度欠損金処理計

算書（案）でございます。当年度未処理欠損

金8,989万3,703円は、地方公営企業法第32条

の２及び同法施行令第24条の３第１項の規定

により利益積立金を繰り入れして欠損金を処

理しますが、本年度は利益積立金繰入額があ
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りませんので、8,989万3,703円を翌年度繰越

欠損金処理としたいので、よろしくお願いを

いたします。 

 次に、９ページ、10ページをお願いいたし

ます。 

 平成21年度末現在の貸借対照表でございま

す。これは企業の財政状態を明らかにするた

め、資産、負債及び資本を総括的に表示した

ものでございます。平成21年度中の事業活動

から生じた資産、負債、資本の増減を計上し

たもので、資産の部１、固定資産の有形固定

資産については資本的支出に処理されたもの

が各項目別に計上しており、明細につきまし

ては27ページ、28ページの固定資産明細書に

掲げているとおりでございます。 

 次に、流動資産、(1)現金預金５億9,763万

9,809円は、32ページの最下段の翌年度繰越

資金の額の上表の右側下から２段目の預金の

合計額と一致いたしております。 

 (2)未収金は、平成22年３月31日現在で

4,928万3,876円であり、この主なものといた

しましては水道料金2,130万3,489円、その他

81万405円、他会計負担金2,716万9,982円等

であります。 

 (3)有価証券につきましては、資産運用と

いたしまして兵庫県公募公債及びユーロ円債

を購入いたしております現在高でございま

す。 

 資産の合計額は、10億5,150万873円となり

ます。 

 10ページ、負債の部ですが、４、流動負

債、(1)未払金2,332万1,208円の主なものと

しまして、未払い消費税298万6,300円、量水

器取りかえ作業委託料246万9,600円、動力費

238万4,300円、資本的支出の配水施設改良費

及び固定資産購入費のうち762万8,250円等で

ございます。 

 (2)預り金7,040万5,347円は、下水道使用

料でございます。 

 負債合計額は、9,372万6,555円となりま

す。 

 次に、資本の部です。 

 ５、資本金、(1)自己資本金については、

地方公営企業法施行令第25条の規定に基づい

て積立金の処分額及び法適用時の一般会計か

ら引き継いだ額の累計でございます。 

 (2)借入資本金は企業債の未償還残高でご

ざいます。これにつきましては最後の33ペー

ジ、企業債明細書に掲げております。 

 資本金合計額は、19億4,650万2,142円とな

ります。 

 ６、剰余金については、先ほど６ページ、

７ページで説明を申し上げたとおりでござい

ます。 

 剰余金合計額は、52億1,037万5,644円とな

ります。 

 以上が、資産、負債、資本の状況で、資産

と負債資本の合計額がそれぞれ72億5,060万

4,341円となります。 

 次に、11ページをお願いいたします。 

 これから以降は精算の附属書類でございま

す。 

 事業報告書でございますが、１、概況では

平成21年度の経営及び事業実施の概要を文章

表現しております。 

 12ページ、(2)議会議決事項は、平成21年

度中に議会へ提案させていただいた議案であ

ります。 

 (4)職員に関する事項は、平成22年３月末

現在の職員の職階級を掲げております。 

 次に、13ページでは(1)建設改良工事を掲

げておりまして、資本的支出の配水施設改良

費の工事請負費の明細であります。 

 次に、14ページには(2)保存工事の概況で

ございますが、これは漏水修理等の件数でご

ざいまして、21年度は26件行っております。 

 (3)受贈財産評価額内訳明細書につきまし

ては、先ほど資本剰余金のところで申し上げ

たとおり、宅地開発等により寄贈されました

配水管、配水支管等８件の評価額でございま

す。 

 15ページは、業務でございます。 

 (1)業務量は前年度対比で掲げておりま

す。年間総配水量で6.4％の減となっており
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ます。今後、水需要についても節水意識の定

着、節水機器の普及、産業構造の変化等によ

りまして減少傾向であると考えております。 

 16ページ、(2)事業収入に関する事項、(3)

事業費に関する事項については、区分別に前

年度との対比であります。事業収入では、有

収水量の減によりまして、全体として

2,938万7,200円、5.7％の減収でございま

す。一方、事業費では、営業費用が4.3％の

減、営業外費用は4.0％の減により1,394万

3,427円の減額となっております。 

 17ページ、(4)会計でございます。 

 ②企業債及び一時借入金の概要でございま

すが、これは公営企業の借入状況でございま

して、33ページの企業債明細書に掲げている

とおり、借入総額14億2,460万円に対し、平

成21年度末現在の未償還残高は11億2,416万

8,109円となっております。 

 次に、18ページをお願いいたします。 

 これからは、収益費用に係る明細でござい

ます。主なところのみ申し上げます。 

 給水収益の水道使用料は、対前年度比

3,795万8,891円の減収となり、その他の営業

収益は対前年度比900万5,540円の増収となり

ましたが、事業収益としては前年度対比

2,938万7,200円の減収であります。 

 19ページからは事業費用でございます。 

 原浄水費は、前年度対比1,309万7,715円の

減でございます。光熱水費では、老原浄水場

下水道使用料が555万2,100円の増、委託料で

は安全な水の供給から水質検査を関係法令の

定めにより一般検査を毎月龍野健康福祉事務

所で原水及び供給水を全項目等につきまして

は住友金属テクノロジー株式会社、県立健康

環境科学研究センターで実施しており、結果

はいずれも水道法に定める水質基準値以下で

ありました。検査費用として217万1,470円を

支払っております。 

 20ページの修繕料につきましては、各水源

地や配水池の電気、機械等施設の点検により

不良及び故障箇所の取りかえ修理を行い、安

定供給に努めました。主なものとして、吉福

水源地取水ポンプ３号用逆支弁取りかえ、立

岡山北配水池非常用無停電電源、テレメータ

ー修理、老原浄水場流入管塗装作業等で、前

年度比734万3,904円の減となっております。 

 動力費は、全施設の電気使用量として

259万5,580キロワットでございますが、前年

度対比では501万3,789円の減でございます。 

 受水費につきましては、西播磨水道企業団

からの受水を取りやめ、兵庫県企業庁から年

間51万1,000トンを受水し、安定供給に努め

ており、前年度対比では772万1,806円の減と

なっております。 

 次に、配水費は前年度対比332万1,231円の

減です。主な原因は、節修繕料の前年度対比

331万2,690円の減でございます。 

 なお、施設調査費については、送水管及び

主要な配水管において延長約15.3キロ、それ

に付随する消火器62基、給水戸数139戸の漏

水調査を実施し、取水栓漏水、給水管漏水、

分水栓漏水等、漏水の把握に努めてまいりま

した。調査結果は、給水管からの漏水が１件

発見され修理をいたしました。今後も有収率

の維持、漏水の早期発見からも継続的な調査

が重要と考えております。 

 21ページでございます。給水費は、前年度

対比34万4,997円の減です。 

 22ページ、総係費は、前年度対比236万

4,780円の減でございます。 

 23ページ、目減価償却費については、地方

公営企業法施行規則第８条による償却方法を

採用しており、前年度対比では161万4,000円

の増となっております。 

 24ページ、営業外費用、目支払利息及び企

業債取扱諸費では、企業債利息として財務省

財政融資資金17件分、1,783万2,032円、公営

企業金融公庫22件分、1,588万9,031円で、前

年度対比141万2,350円の減となっておりま

す。 

 次に、特別損失、目過年度損益修正損は、

主に法人破産12件分、696万6,894円となり、

対前年度比659万6,128円の増となっておりま

す。 



－42－ 

 次に、25ページの資本的収入及び支出をお

願いいたします。 

 資本的収入では、目工事負担金につきまし

ては、給水工事関係による負担金及び揖保線

道路改良工事に伴う工事負担金であります。 

 次に、26ページ、資本的支出では、目配水

施設改良費の工事請負費につきましては、

13ページの(1)工事の費用1,364万5,800円支

払っております。 

 目固定資産購入費では、機械及び装置購入

費として老原浄水場薬品室の次亜塩素酸ソー

ダの品質劣化を防ぐため、スタンドエアコン

を購入し、吉福水源地の電磁流量計及び取水

ポンプが老朽化によるふぐあい等が生じたた

め更新しております。 

 目企業債償還金につきましては、財務省財

政融資資金16件分の2,475万7,802円、公営企

業金融公庫19件分の827万3,647円を支払って

おります。前年度対比1,088万6,549円の増で

ございます。 

 27ページ、28ページでは固定資産明細書で

ございます。９ページの貸借対照表、資産の

部、有形無形固定資産の明細であります。 

 29ページは、事業費用の建設改良費に掲げ

ている科目ごとの人件費の明細であります。 

 30ページは、款、事業費用４億6,276万

1,429円の節ごとの構成費であります。 

 31ページでは、補てん財源明細書でござい

ます。これは資本的収入が支出に対して不足

する額等に補てんする財源でございまして、

平成22年度へ繰り越す額は10億9,237万

3,954円であります。 

 32ページでは、21年度資金収支表でござい

ます。この表は平成21年度の１年間に発生し

た現金の受け入れ及び支払いの金額を事業資

金の項目別に表示したものでございます。 

 受入資金の計14億2,315万9,113円に対し、

支払資金の計は12億2,551万9,304円となり、

差し引き１億9,763万9,809円が翌年度繰越資

金の現金となり、未払い資金の区分、預金４

億円を足して平成22年度へ繰り越しておりま

す。この額は９ページの貸借対照表、流動資

産の現金預金の額でございます。 

 33ページにつきましては、企業債の明細で

ございます。 

 以上、平成21年度水道事業会計決算の詳細

説明を終わらせていただきます。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

○議長（佐野芳彦） これで日程第25、認定

第１号から日程第33、認定第９号までの提案

理由の説明が終わりました。 

 ここで、平成21年度一般会計、特別会計及

び企業会計の９会計決算については、法令に

基づいて監査委員の決算審査を受けています

ので、代表監査委員から決算審査の説明を求

めます。 

 森川勝代表監査委員。 

○監査委員（森川 勝）失礼いたします。 

 平成21年度兵庫県太子町一般会計、特別会

計決算につきまして、井村監査委員とともに

審査をいたしました結果につきましてご報告

いたします。 

 審査対象、１、平成21年度兵庫県太子町一

般会計歳入歳出決算書、２、平成21年度兵庫

県太子町特別会計歳入歳出決算書、国民健康

保険、介護保険、老人保健、後期高齢者医

療、墓園事業、下水道事業、前処理場事業の

７特別会計、３、附属書類、平成21年度兵庫

県太子町歳入歳出決算事項別明細書、実質収

支に関する調書、財産に関する調書、証書

類。 

 ２、審査期間、平成22年７月21日から平成

22年８月13日まで。 

 ３、審査方法、一般会計及び特別会計の歳

入歳出決算書及び附属書類は、その計数が正

確であるか、予算の執行が適正に行われてい

るか、財務に関する事務が法令に準拠して処

理されているかなどの点について審査しまし

た。また、基金については、その設置目的に

沿って適正に処理されているか、計数は正確

であるかなどを審査しました。なお、審査の

過程では関係職員からの説明を聴取するとと

もに、例月出納検査も参考にしております。 

 ４、審査の結果、審査に付された一般会計
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及び特別会計の歳入歳出決算書及び附属書類

の計数は正確であることを確認しました。 

 また、基金の運用状況はその設置目的に沿

って運用され、計数は正確であることを認め

ました。 

 決算の個別意見については、以下に述べる

とおりでありますので、ご確認いただきます

ようお願いをいたします。 

 引き続きまして、平成21年度兵庫県太子町

水道事業会計決算審査についてご報告を申し

上げます。 

 審査対象、平成21年度兵庫県太子町水道事

業会計決算書、事業報告及び関係帳簿、証書

類。 

 審査日、平成22年７月21日から平成22年８

月13日まで。 

 審査の方法、審査に当たっては、決算報告

書及びその他附属書類に基づいて計数の審査

と会計内容が適正に行われているか、企業の

経営及び財政状況が適正に表示されているか

などの点について審査しました。なお、審査

の過程では関係職員からの説明を聴取すると

ともに、例月出納検査を参考にして審査を実

施しました。 

 審査の結果、提出された決算書及び事業報

告書、財務諸表はいずれも地方公営企業関係

法令に準拠して作成され、また財政状態も適

正に表示され、かつ計数は正確であることを

確認しました。 

 個別意見については、以下をご確認いただ

きますようお願いいたします。 

 以上、審査結果についてご報告を申し上げ

ました。 

 以上でございます。 

○議長（佐野芳彦） 決算審査の説明が終わ

りました。 

 暫時休憩します。 

（休憩 午後４時27分） 

（再開 午後４時27分） 

○議長（佐野芳彦） 休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 ただいま、町長から議案第50号、議案第

51号、議案第52号が提出されました。これを

日程に追加し、追加日程第１、追加日程第

２、追加日程第３とし、日程の順序を変更し

て直ちに議題としたいと思います。ご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 異議なしと認めます。

したがって、議案第50号から議案第52号を日

程に追加し、追加日程第１から追加日程第３

とし、日程の順序を変更して直ちに議題とす

ることに決定しました。 

 お諮りします。 

 追加日程第１、議案第50号から追加日程第

３、議案第52号までは本日は提案説明のみに

とどめ、質疑は第３日目以降に行いたいと思

います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 異議なしと認めます。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  追加日程第１ 議案第５０号 工事請負 

         契約の締結について（揖 

         保線道路改良工事（その 

         ２）） 

○議長（佐野芳彦） 追加日程第１、議案第

50号工事請負契約の締結について（揖保線道

路改良工事（その２））を議題とします。 

 職員に議案を朗読させます。 

（職員朗読） 

○議長（佐野芳彦） 本案について提案理由

の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（首藤正弘） 議案第50号工事請負契

約の締結について説明を申し上げます。 

 本件につきましては、揖保線道路改良工事

（その２）の請負契約であります。 

 工事請負契約につきましては、最低制限価

格を公表し、去る８月23日に８社による制限

つき一般競争入札を執行した結果、兵庫県揖

保郡太子町東南568番地の４、株式会社西川

組代表取締役西川義男と7,507万5,000円で契

約するものであります。 

 詳細につきましては経済建設部長より説明
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申し上げますので、慎重なる審議を賜り、原

案のとおり可決いただきますようお願い申し

上げ、提案説明といたします。 

○議長（佐野芳彦） 経済建設部長。 

○経済建設部長（山本武志） ただいま上程

されました揖保線道路改良工事（その２）の

工事請負契約の締結につきまして詳細説明を

申し上げます。 

 都市計画道路揖保線につきましては、揖保

川流域の市町村間を広域的に連携する揖龍南

北幹線の一部として位置づけられておりま

す。この揖保線を整備することによりまして

町中心部への通過交通の流入の軽減を図り、

慢性的な交通渋滞の緩和及び沖代線周辺地区

の歩行者、自転車等の安全確保など、沿道の

環境改善を図るものでございます。 

 主な工事内容といたしましては、施工延長

440メートル、街渠工802メートル、街渠桝工

88カ所、植樹工6,308本、転落防止柵工を

499メートル、舗装工6,258平方メートル、路

盤工6,181平方メートル、それぞれを整備す

るものでございます。 

 完成工期につきましては、平成23年３月

25日を予定いたしております。 

 以上が工事請負契約の主な内容でございま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（佐野芳彦） 提案理由の説明が終わ

りました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  追加日程第２ 議案第５１号 工事請負 

         契約の締結について（揖 

         保線道路改良工事（その 

         ３）） 

○議長（佐野芳彦） 追加日程第２、議案第

51号工事請負契約の締結について（揖保線道

路改良工事（その３））を議題とします。 

 職員に議案を朗読させます。 

（職員朗読） 

○議長（佐野芳彦） 本案について提案理由

の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（首藤正弘） 議案第51号工事請負契

約の締結について説明を申し上げます。 

 本件につきましては、揖保線道路改良工事

（その３）の請負契約であります。 

 工事請負契約につきましては、最低制限価

格を公表し、去る８月23日に７社による制限

つき一般競争入札を執行した結果、兵庫県揖

保郡太子町老原611番地の１、株式会社前田

組代表取締役前田和秀と8,505万円で契約す

るものであります。 

 詳細につきましては経済建設部長より説明

申し上げますので、慎重なる審議を賜り、原

案のとおり可決いただきますようお願い申し

上げまして提案説明といたします。 

○議長（佐野芳彦） 経済建設部長。 

○経済建設部長（山本武志） ただいま上程

されました揖保線道路改良工事（その３）の

工事請負契約の締結につきまして詳細説明を

申し上げます。 

 その３につきましても、先ほどご説明をい

たしましたその２と同様、揖保川流域の市町

村間を広域的に連携する揖龍南北幹線道路の

一部として位置づけられた揖保線を整備する

ことによりまして町内への通過交通流入の軽

減、慢性的な交通渋滞の緩和、沖代線周辺地

区の歩行者、自転車等の安全確保など、沿道

環境の改善に資するため整備を促進するもの

でございます。 

 主な工事内容でございますが、施工延長

522メートル、街渠工940メートル、街渠桝工

89カ所、植樹工7,080本、転落防止柵工621メ

ートル、舗装工8,531平方メートル、路盤工

7,743平方メートルをそれぞれを整備するも

のでございます。 

 完成につきましては、平成23年３月25日を

予定をいたしております。 

 以上が主な内容でございます。よろしくお

願いいたします。 

○議長（佐野芳彦） 提案理由の説明が終わ

りました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  追加日程第３ 議案第５２号 工事請負 

         変更契約の締結について 
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         （斑鳩小学校校舎耐震補 

         強外改修工事） 

○議長（佐野芳彦） 追加日程第３、議案第

52号工事請負変更契約の締結について（斑鳩

小学校校舎耐震補強外改修工事）を議題とし

ます。 

 職員に議案を朗読させます。 

（職員朗読） 

○議長（佐野芳彦） 本案について提案理由

の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（首藤正弘） 議案第52号工事請負変

更契約の締結について説明を申し上げます。 

 本案件につきましては、平成22年３月に議

決をいただきました斑鳩小学校校舎耐震補強

外改修工事契約について変更が生じたため、

議決を求めるものでございます。 

 当工事につきましては、建築工事、電気設

備工事、機械設備工事に仕様変更等が生じた

ため、株式会社赤鹿建設と締結している工事

請負契約を変更するものでございます。 

 契約額は、変更前契約額１億3,980万

2,250円に561万8,550円を追加し、１億

4,542万800円とするものでございます。 

 詳細につきましては、教育次長より説明申

し上げますので、よろしくご審議を賜り、原

案のとおり可決いただきますようお願い申し

上げまして、提案説明といたします。 

○議長（佐野芳彦） 教育次長。 

○教育次長（西村隆志） ただいま上程され

ました斑鳩小学校校舎耐震補強外改修工事に

係る工事請負変更契約の締結につきまして詳

細説明を申し上げます。 

 このたびの変更契約で増額する561万

8,550円の主な内容を説明させていただきま

す。変更内容につきましては、今後の体育館

改築工事において手戻り工事を避けるための

先行工事や着工後の詳細調査により経年劣化

による老朽化のための仕様変更を行ったも

の、また学校からの最終要望による調整で仕

様変更を行ったものでございます。 

 まず、建築工事につきましては、110万円

余りの増額でございます。内容は、校舎西側

昇降口の防水工事及び玄関壁タイル張りのと

りどめに伴う減額が約80万円でございます。

それと、トイレ改修に伴う仕様変更の減額が

約43万円でございます。また、屋上防水工事

の仕様変更に伴う増額が約190万円、階段手

すりの新設等に係る増額が約40万円でござい

ます。 

 次に、電気設備工事につきましては、総合

盤の新設、高架水槽警報線の移設、体育館へ

の空配管布設等に伴う増額が380万円余りで

ございます。 

 次に、機械設備工事につきましては、１階

多目的トイレへの電気温水器の新設、給水バ

ルブの交換、放送室のエアコン、換気扇の交

換に伴う増額が約67万円でございます。 

 以上が今回の変更の主な内容でございま

す。よろしくお願い申し上げます。 

○議長（佐野芳彦） 提案理由の説明が終わ

りました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第３４ 請願第７号 保育制度改革 

        に関する請願 

○議長（佐野芳彦） 日程第34、請願第７号

保育制度改革に関する請願を議題とします。 

 上程中の請願については、所管の福祉文教

常任委員会に付託して、休会中にご審査いた

だいておりますので、これから上程中の請願

に対する委員会の審査報告を求めます。 

 福祉文教常任委員会委員長花畑奈知子議

員。 

○花畑奈知子議員 請願審査報告書を読み上

げます。 

 本委員会に付託の請願を審査した結果、下

記のとおり決定したから、会議規則第94条第

１項の規定により報告します。 

 １、審査した事件、受理番号、請願第７

号。付託年月日、平成22年６月９日。件名、

保育制度改革に関する請願。審査結果、採択

すべきもの。措置事項、意見書提出。２、審

査年月日、平成22年６月15日10時から１時

35分、７月14日10時から３時16分、８月11日
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10時から午後３時35分。３、審査経過及び結

果について読み上げます。１、審査経過、紹

介議員の桜井議員及び参考人として姫路めば

え保育園の兒玉園長に出席いただき審査しま

した。兒玉園長には、保育所保育指針が告示

化されたことにより、保育士はただ保育する

だけでなくさまざまなことを学習し身につけ

ることが求められているにもかかわらず、労

働強化にさらされているという現場の声を伺

いました。これ以上保育園が悪くならないよ

うにと今回の請願書を提出されたとのことで

した。保育所と保護者が直接契約する直接契

約方式が導入された場合、市町村は保育所へ

の入所資格の認定をするのみで、保護者が入

所したい保育所へ直接行って手続しなければ

ならない上、保育所にとって保育料が未納に

なれば保育所が負担しなければならず、経営

が不安定になるおそれから、入所時点で保育

所側が保護者を選ぶことにつながり、収入の

低い方や弱者にとって不都合な保育園になる

可能性があるとの説明を受けました。また、

民間保育所運営費の一般財源化は行わないこ

とという点については、現在保育所運営費負

担金を一般財源化した場合、何に使用するか

の責任を市町村に負わせることになり、した

くてもできない状況を生み出す結果に陥ると

の説明を受けました。今回、請願書は認可保

育所の立場から提出されているものではない

かという質疑に対しては、認可、無認可関係

なくすべての子供が幸せになり、平等な保育

を受けられるよう児童福祉法第24条に基づ

き、国や自治体が責任を持って措置すべきで

あると伺いました。委員からは、収入によっ

て保育内容が上下してはいけないことが基本

であるので賛成であるという意見や、一方サ

ービスを受ける側の保護者が選びたいという

気持ちや競争によるサービスの向上を望む面

もあること、無認可保育所等は財政支援を受

けていないので、無認可等に対する配慮も必

要ではないかということなどにより反対であ

るという意見もありました。２、審査結果、

賛成多数で採択すべきものと決しました。賛

成者、井川委員、北川委員、橋本委員、井村

委員、清原委員、反対者、服部委員でした。

３、措置事項として意見書を提出いたしま

す。 

 以上で請願報告書を終わります。 

○議長（佐野芳彦） 以上で福祉文教常任委

員会委員長花畑奈知子議員の報告は終わりま

した。 

 これから委員長報告に対する質疑、討論、

採決を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

 まず、原案反対の方の発言を許します。 

 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 これを出された認可保育所

の園長や紹介議員の気持ちは理解いたします

が、次のことから反対いたします。 

 ①これは認可保育所の側からの主張であ

り、無認可保育所の側からのものではありま

せん。特に行政から金銭的な支援、（後に出

てきます意見書の記、記すという字ですね、

記の７の部分、民間保育所運営費）は認可保

育所は受けていますが、無認可保育所は受け

ていません。私は無認可保育所等も、などと

いう字ですね、等も保育に非常に貢献してい

ると考えており、無認可保育所等の立場も考

えてあげるべきであると思います。 

 無認可保育所の園長２名の方に、これに伴

う意見書の記の部分をお見せし、こういうこ

とは必要であるか尋ねてみましたが、自分た

ちはこの文面のようになっても全く関係がな

いとのことでした。認可保育所のように行政

から支援を受けていないからとのことでし

た。保育については、後ほど出てきます記、

記すという字ですが、と書いてあることによ

りもっとほかのことを考えるべきだと言われ

た園長もありました。また、認可保育所の知

人にもこの記、記すという字です、記の内容

について聞いてみましたが、認可保育所とし
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てはその経営・園児確保の観点から意味のあ

ることであるが、意見が分かれている部分が

あるとのことでした。 

 ②保育のサービスを受ける側の直接選べる

部分も必要であると考えます。親の側には選

びたいという気持ちや、また競争によってサ

ービスを向上してもらいたいという面もある

と思います。 

 ③保育所の最低基準については、待機児童

を解消するためには、特に都市部等で緩和し

て考慮すべき面もあるのではないかと思いま

す。 

 よって、後ほど出てきます意見書の記の部

分の、特に３と４について意見を異にする部

分があり反対いたします。保育は認可保育所

だけでなく、無認可保育所等も、などという

字ですね、等も大いに貢献しているというの

が私の考えだからです。 

○議長（佐野芳彦） 間もなく定刻の５時が

来ますが、会議規則第９条第２項の規定によ

って会議時間を延長します。 

 ここで暫時休憩します。 

（休憩 午後４時52分） 

（再開 午後４時52分） 

○議長（佐野芳彦） 休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 次に、原案賛成の方の発言を許します。 

 桜井公晴議員。 

○桜井公晴議員 私はたまたま紹介議員とし

てこの請願を紹介をしたわけでありますが、

先ほど服部議員が言われること、無認可を放

置したり、そういうことを目的とするもので

もありませんし、現在の保育制度、これは言

うまでもなくご案内のとおりなんですが、児

童福祉法に基づいて24条は一部請願の説明の

際にも申し上げましたけれども、児童福祉法

ではすべての国民は児童が心身ともに健やか

に生まれ、かつ育成されるよう努めなければ

ならないという、またすべての児童は等しく

その生活を保障され愛護されなければならな

いと。それから、２条では、国及び地方公共

団体は、児童の保護者とともに児童を心身と

もに健やかに育成する責任を負うということ

を明記し、24条では、市町村は保護者の労働

または疾病その他の政令で定める基準に従

い、条例で定める事由により、その看護すべ

き乳児、幼児または39条で言う、児童の保育

に欠けるところがある場合においては、保護

者から申し込みがあった場合はそれらの児童

を保育所において保育しなければならない

と、こういうようなことを明記しているわけ

でありますが、今日の状況を見ますと、待機

児童が多数いる中で、あらゆるところで保育

所を建設をしたり、また自治体が保育をしや

すくしていくためにそれを支援をする、そう

いうことが国の責任でもありますし、今日こ

こに挙げられた請願の理由、また意見につい

ても当然のことかと思います。よって、賛成

をいたします。 

○議長（佐野芳彦） 原案反対の方の発言を

許します。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 原案賛成の方の発言を

許します。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） ほかに討論はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） ないようですので、こ

れで討論を終わります。 

 これから請願第７号を採決します。 

 この請願に対する委員長の報告は採択で

す。この請願は委員長の報告のとおり決定す

ることに賛成の方は挙手願います。 

（挙手多数） 

○議長（佐野芳彦） 挙手多数です。したが

って、請願第７号は委員長の報告のとおり採

択することに決定しました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第３５ 意見書案第５号 保育制度 

        改革に関する意見書 

○議長（佐野芳彦） 日程第35、意見書案第

５号保育制度改革に関する意見書の提出につ

いてを議題とします。 
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 職員に意見書案を朗読させます。 

（職員朗読） 

○議長（佐野芳彦） 本案について趣旨説明

を求めます。 

 発議者を代表して花畑奈知子議員。 

○花畑奈知子議員 意見書（案）を読み上

げ、趣旨説明にかえさせていただきます。 

 保育制度改革に関する意見書（案）。 

 急激な少子化が進む中、子供を安心して産

み育てる環境の整備はとりわけ重要であり、

中でも待機児童対策を含む保育施策の拡充は

喫緊の課題となっています。この間、保育施

策の拡充に対する国民の期待はかつてなく高

まっており、国会において2006年以来、現行

保育制度に基づく保育施策の拡充を求める請

願書が４年連続して採択されていることは、

こうした国民の声の反映にほかならず、国が

安心して子育てできる施策を打ち出すことが

必要です。 

 児童福祉法第24条では、保育に欠ける子供

の保育を国と自治体が責任を負うことが規定

されています。全国どの地域においても、子

供たちが健やかに育ち、保育を受ける権利が

平等に保障されるためには、保育における国

と自治体の公的責任が不可欠です。 

 各自治体においては厳しい経済状況の中に

もかかわらず、住民の要望にこたえようと

日々努力いただいているところですが、現行

保育制度を堅持・拡充し、安心して子育てで

きる環境を整備するためには国が責任を持っ

て財政保障を行うことが何よりも重要である

と考えます。 

 よって、国においては、保育制度改革の議

論を進めるに当たり現行保育制度を基本にし

つつ、各自治体が保育施策を拡充することが

できるよう、以下の事項について強く要望し

ます。 

 １、児童福祉法第24条に基づく現行保育制

度を堅持・拡充すること。 

 ２、国は市町村が責任を持って待機児童解

消に向けて取り組みができるよう必要な支援

と財政措置を行うこと。 

 ３、保育に格差が生じる直接契約、直接補

助方式の導入を基本とした保育制度改革は行

わないこと。 

 ４、保育の質の低下につながる保育所最低

基準の廃止、引き下げは行わず、抜本的に改

善すること。 

 ５、保育所、幼稚園、学童保育、子育て支

援施策関連予算を大幅に増額すること。 

 ６、子育てにかかわる保護者負担を軽減

し、雇用の安定や労働時間の短縮など、仕事

と子育ての両立が図られるよう社会的環境整

備を進めること。 

 ７、民間保育所運営費の一般財源化は行わ

ないこと。 

 以上、地方自治法第99条の規定により意見

書を提出します。 

 平成22年８月27日。 

 提出先、内閣総理大臣、財務大臣、厚生労

働大臣、総務大臣、参議院議長、衆議院議

長。 

 兵庫県揖保郡太子町議会議長佐野芳彦。 

 以上で意見書の朗読を終わります。 

○議長（佐野芳彦） 趣旨説明が終わりまし

た。 

 お諮りします。 

 本案については、議事の順序を省略し、こ

れから直ちに採決を行いたいと思います。ご

異議ありませんか。 

 異議がありますか。 

（「異議あり」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） ご異議がありますの

で、これから質疑を行います。 

 質疑ですか、討論ですか。 

（服部千秋議員「討論」の声あり） 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

 原案反対の方の発言を許します。 

 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 先ほどと同じで、無認可保

育所等の保育を含めた保育全般について提出

すべきであると考えます。 

 また、認可保育所、今は園児を割り振られ
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ておりますけれども、その競争による保育の

質の向上も大切であると私は思っております

ので、反対をいたします。 

○議長（佐野芳彦） 原案賛成の方の発言を

許します。 

 桜井公晴議員。 

○桜井公晴議員 私もちゃんと言うべきこと

は言うとかないけませんので、競争によって

よくなるわけではこの場合ない。最低基準や

ら国やらの財政措置があって初めて全体的な

保育の水準が維持されて向上もするというこ

とでありますので、これらのことについては

この意見書が妥当であると、意見書そのもの

が妥当な、本町議会として出すべき意見とし

ては妥当であると、このように考えます。 

 以上、賛成討論といたします。 

○議長（佐野芳彦） 原案反対の方の発言を

許します。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 原案賛成の方の発言を

許します。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） ほかに討論はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） ないようですので、こ

れで討論を終わります。 

 これから意見書案第５号を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手願います。 

（挙手多数） 

○議長（佐野芳彦） 挙手多数です。したが

って、意見書案第５号は原案のとおり可決さ

れました。 

 続いて、お諮りします。 

 ただいま可決されました意見書の取り扱い

については議長にご一任いただきたいと思い

ます。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 異議なしと認めます。

したがって、そのように決定しました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第３６ 決議案第１号 非核都市宣 

        言に関する決議 

○議長（佐野芳彦） 日程第36、決議案第１

号非核都市宣言に関する決議を議題としま

す。 

 職員に決議案を朗読させます。 

（職員朗読） 

○議長（佐野芳彦） 本案について趣旨説明

を求めます。 

 発議者を代表して中島貞次議員。 

○中島貞次議員 ただいま上程をしていただ

きました決議案について説明をいたします。 

 この件に関しましては、午前中の所管事務

調査報告、会議規則第77条の規定により報告

したとおりであります。総務常任委員会の調

査課題項目の一つに非核都市平和宣言採択が

ありました。本委員会として意見を取りまと

め、議会並びに町当局の同意を得て、本日決

議案として提出いたしますので、よろしくお

願いいたします。 

 提出に当たりましては、総務常任委員会の

メンバーが連名で提出をいたします。 

 内容を読み上げますので、全員一致のご賛

同をよろしくお願いいたします。 

 非核都市宣言に関する決議。 

 “和のまち太子”を目指す太子町にあって

われわれ町民は平和で安全な暮らしを求めて

いる。しかるに、平和への願いとは裏腹に核

軍備拡大競争が依然として続けられ、地球上

の生命そのものが深刻な脅威にさらされてい

る。 

 太子町は、人類共通の願いである真の恒久

平和に向けて恐ろしい核兵器をつくらず、持

たず、持ち込ませずの「非核三原則」を将来

とも遵守し、世界じゅうに核兵器の廃絶を強

く訴えるとともに、平和を愛する社会を実現

することを誓い、ここに「非核・平和のま

ち」を宣言する。 

 以上、決議する。 

 2010年８月27日。太子町議会。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（佐野芳彦） 趣旨説明が終わりまし
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た。 

 お諮りします。 

 本案については、議事の順序を省略し、こ

れから直ちに採決を行いたいと思います。ご

異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 異議なしと認めます。

したがって、直ちに採決を行います。 

 これから決議案第１号を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 異議なしと認めます。

したがって、決議案第１号は原案のとおり可

決されました。 

 以上で本日の日程は全部終了しました。 

 次の本会議は８月30日午前10時から再開し

ます。 

 本日はこれで散会します。 

 ご苦労さんでした。 

（散会 午後５時09分） 

 

 


